
岐阜県の森林・林業
FREE

 ご自由に お持ちください。

News of the forest

http://www.g-forestry.or.jp　（公社） 岐阜県山林協会の情報をご覧いただけます。

Ｅ-mail sanrinag@quartz.ocn.ne.jp編集・発行　公益社団法人 岐阜県山林協会

令和６年度
治山・林道写真コンクール表彰作品

№860
2025 May 5

林道（恵那農林事務所　池田毅さん）

治山（揖斐農林事務所　木田卓也さん）

最優秀賞



開催日 行事名等 内　容　等
場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

５月３１日（土）まで 緑の募金（春期） 「緑の募金で進めようSDGｓ」をスローガンに家庭募
金、企業募金、職場募金などを行います。

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会 
TEL：058-273-7577

6月上旬～
12月上旬まで
計7回

狩猟免許試験
狩猟免許取得のための試験を実施します。
●開催日時は県HPをご確認ください。
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記

にお問い合わせください。

県 HP をご確認ください。

各地域を所管する県事務所等、
または環境生活政策課
TEL：058-272-8231

森林・林業関係イベントカレンダー（5月～）
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（治山の部） 揖斐川町地内で令和５年８月の
豪雨により山腹崩壊と土砂流出等が発生した
現場。治山事業により法枠工等を実施し、令
和６年９月に復旧。

（林道の部） 恵那市の中学校建設用木材の調
達のため、市有林材を伐採・搬出した現場。
林道に集積し、造材からトラックへの積込み
を効率的に実施。

今月の表紙国
有
林
の
現
場
か
ら 

（103）
林道（恵那農林事務所　池田毅さん）

治山（揖斐農林事務所　木田卓也さん）

最優秀賞
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森林研究所の研究成果が
第４回 Digi田（デジでん）甲子園において
内閣総理大臣賞（優勝）を受賞！

　森林研究所の臼田主任専門研究員の研究成果で
ある「デシタル地図で災害に強い森林作業用道路の
適地を見える化！」が内閣府主催の第４回Digi田
（デジでん）甲子園の審査委員会選考枠（地方公共
団体部門）において内閣総理大臣賞（優勝）を受賞
しました。Digi田甲子園で県内での内閣総理大臣
賞受賞は初となります。
　表彰式は令和7年３月13日に首相官邸で行われ、
石破内閣総理大臣から表彰状が授与されました。
また、同月21日江崎岐阜県知事に受賞報告をしました。

　Digi田（デジでん）甲子園とは、内閣府が地方公共団体、民間企業・団体など様々な主体がデジタルの力
を活用して地域課題の解決等に取り組む事例を幅広く募集し、優れたものを表彰する取組です。　
　第４回Digi田甲子園においては、全国から集まった多数の応募事例の中から55件の本選出場者が選出さ
れ、インターネット投票と審査委員会評価により受賞者が決定されました。

　数多くの素晴らしい応募事例の中から、この取り組みが高く評価され、内閣総理大臣賞という栄誉ある賞
をいただくことができ、大変光栄に存じます。また、取り組みを進めるうえでご協力いただいた共同研究者
やご助言をいただいた方々に感謝いたします。
　この研究は、「道づくりに関連する土砂災害によってつらい目にあう人をなくしたい」という思いから始めま
した。災害の未然防止には研究成果の活用はとても有効であると自信を持っています。今後も岐阜県だけで
なく全国にも研究成果の活用を広め、災害に強い森林づくりに貢献していきたいと思います。

本誌今月号の研究コーナー（19ページ）および下記リンク先の当所ウェブサイトで確認できます。
https://www.forest.rd.pref.gifu.lg.jp/shiyou/santisaigairisk.html　【森林研究所　中通　実】

受賞した臼田主任専門研究員のコメント

第４回 Digi 田（デジでん）甲子園の概要

（参考）エントリーした研究成果に関する情報

江崎岐阜県知事への報告

石破総理大臣との記念撮影
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Ｇ－クレジット制度プロジェクト登録証交付式を開催しました

新たに登録したプロジェクト（申請順）

岐阜県地域森林監理士の認定について
　県では、平成２９年度から、地域における森林の管理及び経営に必要な専門知識・技術を有し、市町村林務行政の支援
や民有林経営への助言等を行う人材を「岐阜県地域森林監理士」として認定しています。
　令和６年度は新たに以下の３名を認定し、認定者は合計３９名となりました。県のホームページで、岐阜県地域森林監
理士の名簿を公開していますので、関心がある方や支援を受けたい方はぜひご覧ください。
　新たに岐阜県地域森林監理士に認定された方々のご活躍を期待しています。

岐阜県地域森林監理士に認定された方々

認定番号

第R06-01号

第R06-02号

第R06-03号

氏　名

小池　徳一

大崎　正秀

和仁　礼二

　　　  所　属

下呂市役所

丸ス産業株式会社

下呂市役所

県ホームページURL
https://www.pref.gifu.lg.jp/page/16703.html

森林活用推進課 森林吸収源対策室 森林吸収源対策係　TEL:０５８‒272‒8821お問い合わせ

こ  いけ　  のりかず

おおさき　　まさひで

わ  に　  れい じ

　Ｇ－クレジット制度の登録証交付式を令和７年３月２５日（火）に開催
し、新たに１５者・１６件のプロジェクトを登録しました。これで登録プロ
ジェクトは２２件となりました。今後、二酸化炭素吸収量を検証し、令和
７年６月以降に約5,000t-CO2のクレジットを認証する予定です。
　なお、令和７年度からＧ－クレジットを5t-CO2以上購入した場合、県
発注委託事業（公募型プロポーザル方式の一部）において評価されま
す。今後もＧ－クレジットの活用方法を拡充し、取引の活性化を図ってい
きます。

㈲大原林産・郡上森づくり協同組合
中濃森林組合
陶都森林組合
恵那市
恵那市
㈱金山チップセンター
㈲フォレスト板取
可茂森林組合

郡上市
美濃市
瑞浪市
恵那市岩村町
恵那市上矢作町
下呂市金山町
関市板取
美濃加茂市

1
2
3
4
5
6
7
8

実施場所プロジェクト実施者
中津川市森林組合
南ひだ森林組合
岐阜中央森林組合
ＮＰＯ法人奥矢作森林塾
はぎわらｅ㈱
高山市
飛騨高山森林組合
錦津生産森林組合

中津川市
下呂市
山県市
恵那市串原
下呂市
高山市
白川村
八百津町

9
10
11
12
13
14
15
16

実施場所プロジェクト実施者

問い合わせ先
Ｇ－クレジット制度運営事務局
　受付時間：平日（月～金）9:00～17:00　TEL：058-201-5112
　E-mail: gcredit-gifu@g-moriren.co.jp　Webサイト：https://gcredit-gifu.jp
制度管理者：森林活用推進課森林吸収源対策室森林吸収源対策係
　TEL:058-272-1111（内4346）

事務局
Webサイト
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６
２
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９
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。
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岐
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進
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。
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受
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循
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森

林
技
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令
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岐
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県
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国
県
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、
県
有
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設
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民
間
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設
等
の
木
造
化
、

内
装
木
質
化
等
を
進
め
る
ほ
か
、
県
産
木
製
品
等
の
輸
出
の
促
進
や
県
民
及
び
事
業
者
の
県

産
材
利
用
へ
の
理
解
の
醸
成
な
ど
を
図
り
、「
都
市
の
木
造
化
・
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
県
産
材
の
需
要
拡
大
」を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
産
材
の
安
定
供
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に
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け
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Ｄ
Ｘ
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に
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に
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材
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か

ら
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ま
で
の
森
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に
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料
材
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あ
っ
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収
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る
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森
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ま
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。
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林
空
間
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し
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新
た
な
雇
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と
収
入
を
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み
出
す
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
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引
き
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す
る
ほ
か
、

健
全
で
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か
な
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林
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く
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ぎ
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実
現
に
向
け
、
Ｇ
－
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
の
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出
拡
大
及
び
活
用
方
法
の
拡
充
に
よ
る
魅
力
向
上
、
県
営
林
で
の
Ｊ
－
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
取
得
・
販
売
を
推
進
し
ま
す
。
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7
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度

　

以
下
、
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
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激
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化
す
る
災
害
に
備
え
た
山
地
防
災
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の
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・
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頻
発
化
、
激
甚
化
の
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向
に
あ
る
豪
雨
災
害
か
ら
、

県
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

治
山
施
設
と
森
林
整
備
を
組
み
合
わ
せ
た
事
前
防
災
対

策
を
進
め
、
山
地
防
災
力
の
維
持
・
強
化
と
災
害
に
強

い
森
林
作
業
道
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

⑴
治
山
施
設
と
森
林
整
備
を
組
み
合
わ
せ
た
事
前

防
災
地
区
に
よ
る
面
的
防
災
力
の
強
化

	
	

（
9
4
7
，2
0
0
千
円
）

・
市
町
村
や
林
業
事
業
体
と
連
携
し
た
事
前
防
災
地

区
を
設
定
し
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
と
、
不
安

定
土
砂
の
移
動
を
防
ぐ
ダ
ム
の
設
置
等
の
治
山
対

策
を
総
合
的
に
実
施

⑵
山
地
災
害
危
険
地
区
に
お
け
る
治
山
施
設
整
備

の
推
進	

（
3
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6
8
，4
0
4
千
円
）

・
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
対
策
と
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て
、
災
害

発
生
リ
ス
ク
が
高
い
山
地
災
害
危
険
地
区
に
お
い

て
治
山
施
設
の
整
備
を
推
進

⑶
地
形
情
報
の
オ
ー
プ
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デ
ー
タ
化
等
Ｄ
Ｘ
に
よ

る
山
地
災
害
対
応
力
の
強
化	（
3
，2
0
0
千
円
）

新
・
災
害
復
旧
等
に
有
効
活
用
で
き
る
航
空
レ
ー
ザ
測

量
デ
ー
タ
を
オ
ー
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ン
デ
ー
タ
化

・
山
間
奥
地
の
工
事
に
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け
る
通
信
環
境
向
上
の
た

め
、
建
設
事
業
者
の
衛
星
通
信
サ
ー
ビ
ス
設
備
導

入
を
支
援

⑷
災
害
に
強
い
作
業
道
づ
く
り
の
推
進

（
7
，5
0
0
千
円
）

・
木
材
搬
出
等
を
予
定
し
て
い
る
既
設
作
業
道
に
つ

い
て
、
安
全
性
や
耐
久
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

路
盤
や
排
水
処
理
施
設
の
整
備
等
の
機
能
強
化
を

支
援

２　

１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
森
林
づ
く
り
の
方
向
性

と
仕
組
み
づ
く
り

　

１
０
０
年
先
の
望
ま
し
い
森
林
の
姿
を
示
す「
森
林

配
置
計
画
」に
沿
っ
た
森
林
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
花
粉
発
生
源
の
ス
ギ
人
工
林
を
令
和
15
年
度
ま

で
に
約
２
割
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
花
粉
発
生

源
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑴
人
工
林
に
お
け
る
主
伐
・
再
造
林
へ
の
支
援

（
7
0
8
，7
5
1
千
円
）

・
森
林
の
若
返
り
や
花
粉
発
生
源
と
な
る
ス
ギ
人
工

林
の
伐
採
・
植
替
え
を
推
進
す
る
た
め
、
主
伐
・

再
造
林
に
要
す
る
経
費
を
助
成

・
低
コ
ス
ト
再
造
林
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
で
組

織
さ
れ
た
再
造
林
基
金
団
体
を
対
象
に
、
再
造
林

支
援
等
に
要
す
る
経
費
を
助
成

　

⑵
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
等
の
種
子
増
産
に
向
け
た

体
制
整
備	（
３
５
，0
5
9
千
円
） 

３
月
補
正
含
む

・
林
木
育
種
事
業
地
の
採
種
園
の
整
備
を
加
速
さ
せ

る
と
と
も
に
、
母
樹
用
苗
木
の
ク
ロ
ー
ン
増
殖
を

実
施

　

⑶
再
造
林
に
か
か
る
獣
害
対
策
へ
の
支
援

（
4
，5
3
1
千
円
）

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
に
よ
る
苗
木
の
食
害
等
を
防
ぐ
た

め
の
防
護
柵
の
設
置
に
加
え
、
新
た
に
維
持
管
理

体
制
の
整
備
等
に
要
す
る
経
費
を
助
成

新
・
再
造
林
時
に
設
置
後
不
要
と
な
っ
た
幼
齢
木
保
護

材
に
つ
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
防

止
の
た
め
、
撤
去
・
処
分
に
要
す
る
経
費
を
助
成

⑷
環
境
保
全
林
等
に
お
け
る
間
伐
等
へ
の
支
援  

	
	

 （
3
，5
1
7
，6
0
2
千
円
）［
一
部
再
掲
］

・
「
森
林
配
置
計
画
」
の
配
置
区
分
で
あ
る
木
材
生

産
林
や
環
境
保
全
林
の
目
的
に
沿
っ
た
間
伐
等
の

森
林
整
備
に
要
す
る
経
費
を
助
成

３　
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
市
町
村
に
よ
る
森
林

管
理
の
支
援

　
「
地
域
森
林
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
運
営
や
、「
岐
阜

県
地
域
森
林
監
理
士
」の
活
用
支
援
等
に
よ
り
、
市
町
村

に
よ
る
森
林
経
営
管
理
制
度
の
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

⑴「
地
域
森
林
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
運
営

	

（
３
4
，7
1
4
千
円
）

・
市
町
村
の
林
務
行
政
を
支
援
す
る
た
め
、
「
地
域

森
林
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
市
町
村
か

ら
の
相
談
対
応
や
専
門
家
へ
の
相
談
斡
旋
、
市
町

村
林
務
担
当
職
員
向
け
の
研
修
等
を
実
施

⑵「
岐
阜
県
地
域
森
林
監
理
士
」の
養
成

（
4
，8
4
6
千
円
）
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・
森
林
管
理
・
経
営
に
必
要
な
専
門
的
な
知
識
・
技

術
を
有
す
る
「
岐
阜
県
地
域
森
林
監
理
士
」
を
養

成
・
認
定

　

⑶「
岐
阜
県
地
域
森
林
監
理
士
」の
活
用
支
援	

	

（
１
２
，3
7
6
千
円
）

・
市
町
村
の
林
務
行
政
の
支
援
や
林
業
事
業
体
の
経

営
体
質
を
強
化
す
る
た
め
、
「
岐
阜
県
地
域
森
林

監
理
士
」
の
活
用
に
要
す
る
経
費
を
助
成

⑷
森
林
整
備
の
推
進
に
向
け
た
境
界
明
確
化
へ
の
支
援  

	
	

 （
1
，0
0
0
千
円
）

・
国
庫
補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
森
林
に
お
い
て
境

界
明
確
化
を
行
う
林
業
事
業
体
に
対
し
、
作
業
に

要
す
る
経
費
を
助
成

４　
森
林
技
術
者
の
確
保
・
育
成
・
定
着

　
「
森
の
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」を
核
に
引
き
続

き
森
林
技
術
者
の
確
保
・
育
成
・
定
着
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
林
業
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
る
森
林
技
術
者
の
育
成
、
定
着
に
取
り
組
み
ま

す
。⑴

高
度
な
架
線
技
術
者
・
獣
害
対
策
技
術
者
の
育
成

（
9
，6
0
0
千
円
）

・
急
峻
な
地
形
で
も
木
材
搬
出
可
能
な
架
線
技
術
の

Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
を
支
援

新
・
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
新
た
に
高
度
な

架
線
技
術
・
獣
害
対
策
等
の
技
術
を
有
す
る
人
材

を
育
成

新
⑵
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
学
生
へ
の
技
能
講
習
等

の
受
講
支
援	

（
4
，6
9
3
千
円
）

　

・
林
業
就
業
希
望
の
学
生
に
対
し
、
技
能
講
習
実
施

機
関
が
実
施
す
る
林
業
就
業
に
必
要
な
資
格
取
得

に
要
す
る
経
費
を
支
援

新
⑶
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
校
舎
改
修
及
び
実
践
的
教

育
の
実
施	

（
8
，7
5
0
千
円
）

・
校
舎
の
長
寿
命
化
の
た
め
の
劣
化
対
策
及
び
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
温

熱
・
省
エ
ネ
改
修
の
実
施
設
計
を
行
う
と
と
も

に
、
先
進
的
な
大
型
木
造
改
修
事
例
と
し
て
、
調

査
・
計
画
・
設
計
及
び
改
修
後
の
デ
ー
タ
取
得
・

分
析
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
実
施

　

⑷
移
住
者
等
へ
の
林
業
就
業
支
援

	
	

（
２
９
，3
0
0
千
円
）

・
県
外
か
ら
移
住
し
林
業
に
就
業
し
た
者
に
対
す
る

就
業
支
援
金
や
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
学
生
に

向
け
た
林
業
へ
の
就
業
準
備
金
を
給
付

⑸
岐
阜
県
伐
木
安
全
技
術
評
価
会
の
開
催

	
 （

6
，2
6
0
千
円
）

・
森
林
技
術
者
や
林
業
を
志
す
学
生
が
安
全
意
識
と

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
操
作
技
術
の
向
上
を
目
指
す
伐
木

安
全
技
術
評
価
会
を
開
催

新
⑹
日
独
林
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

	
 （

4
，8
0
0
千
円
）

・
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
と
ド
イ
ツ
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル

ク
林
業
大
学
の
連
携
協
定
締
結
10
周
年
を
記
念
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

重
点
施
策
：
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興

５　
都
市
の
木
造
化
・
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

県
産
材
の
需
要
拡
大

　

県
民
や
事
業
者
の
県
産
材
利
用
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
令
和
５
年
４
月
に
施
行
し
た「
岐
阜
県
木
の
国
・

山
の
国
県
産
材
利
用
促
進
条
例
」に
基
づ
き
、
建
築
物

等
へ
の
県
産
材
利
用
の
促
進
、
輸
出
の
促
進
、
県
民
及

び
事
業
者
へ
の
理
解
の
醸
成
な
ど
を
図
り
、
県
産
材
の

需
要
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

　

⑴
県
産
材
を
活
用
し
た
住
宅
へ
の
支
援

	
（
８
０
，6
4
0
千
円
）

・
木
造
住
宅
の
新
築
又
は
改
修
に
お
い
て
、
県
産

材
を
一
定
量
以
上
使
用
し
た
建
築
主
や
、
県
産
材

住
宅
の
建
設
拡
大
を
図
る
産
直
住
宅
建
設
団
体
を

支
援

・
県
産
材
を
使
っ
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
支
援
策

を
検
討

⑵
協
定
に
基
づ
く
非
住
宅
建
築
物
で
の
木
造
化
等
へ

の
支
援	

（
3
1
7
，3
5
8
千
円
）

・
県
と
協
定
を
締
結
し
た
事
業
者
が
行
う
非
住
宅
建

築
物
の
木
造
化
、
内
装
木
質
化
、
木
製
品
導
入
等

の
県
産
材
利
用
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

新
⑶
中
大
規
模
木
造
建
築
の
技
術
開
発
に
係
る
基
本
構

想
策
定	

（
1
，0
0
0
千
円
）

・
中
大
規
模
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
の
推
進
に

必
要
な
技
術
支
援
及
び
試
験
研
究
体
制
の
再
構
築

に
向
け
て
、
外
部
有
識
者
等
で
構
成
す
る
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
基
本
構
想
を
策
定

⑷
首
都
圏
、
関
西
圏
へ
の
販
路
拡
大	

		 			
	
	

（
7
，6
0
2
千
円
）

・
東
京
・
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
住
宅
資
材
等
の
展
示

会
に
出
展
す
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
・
関
西
圏
に

県
産
材
製
品
の
斡
旋
等
を
行
う
相
談
窓
口
を
設
置

⑸
欧
州
等
へ
の
高
付
加
価
値
木
製
品
の
輸
出
促
進

	
	

（
１
２
，5
0
0
千
円
）

・
木
製
家
具
な
ど
高
付
加
価
値
製
品
の
欧
州
等
で
の

販
路
開
拓
に
向
け
、
見
本
市
へ
の
出
展
、
輸
入
規

制
に
関
す
る
勉
強
会
の
開
催
、
デ
ザ
イ
ン
指
導
な

ど
製
品
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
へ
の
支
援
な
ど
を
実

施
⑹
地
産
地
消
型
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
利
用
促
進

	
 （

2
，9
8
5
，3
0
0
千
円
）［
一
部
再
掲
］

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用
を
進
め
る
た
め
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や
施
設
の
導
入
等
を
支
援

・
森
林
整
備
事
業
等
に
よ
る
間
伐
材
な
ど
の
搬
出
を

通
じ
て
、
燃
料
材
の
供
給
を
支
援

６　
需
要
に
合
わ
せ
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
木
材

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な
急
激
な
需
給
変
動
や
、

輸
入
材
か
ら
国
産
材
へ
の
転
換
に
対
応
す
る
た
め
、
木

材
生
産
か
ら
加
工
・
流
通
過
程
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、

需
給
調
整
を
行
う
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
品
質

の
確
か
な
製
材
品
等
の
増
産
を
支
援
し
、
需
要
の
変
化

に
迅
速
に
対
応
で
き
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を

促
進
し
ま
す
。

　

⑴
広
葉
樹
の
新
た
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築 

	
	

（
2
，2
5
5
千
円
）

新
・
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
未
被
害
木
の
有
効
活
用
の
た
め
、
ナ
ラ
類
の

伐
採
等
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

・
地
域
の
広
葉
樹
を
家
具
や
内
装
材
に
利
用
す
る
た

め
、
生
産
・
加
工
・
流
通
・
販
売
等
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
構
築
に
取
り
組
む
団
体
を
支
援

⑵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
導
入
す
る
事
業
者
へ
の
支
援	

（
１
1
，3
1
7
千
円
）

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
新
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
適
正
な

森
林
管
理
、
効
率
的
な
林
業
生
産
、
作
業
安
全

性
の
向
上
促
進
等
に
取
り
組
む
林
業
事
業
体
を

支
援

・
業
務
改
善
を
促
進
す
る
専
門
家
の
派
遣
等
を
実
施

⑶
住
宅
建
築
情
報
や
木
材
需
給
情
報
を
共
有
す
る

シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
支
援	

（
8
，0
0
0
千
円
）

・
県
産
材
住
宅
の
建
設
促
進
に
向
け
て
生
産
・
流

通
・
販
売
の
連
携
を
強
化
し
、
需
給
調
整
や
販

路
拡
大
に
取
り
組
む
団
体
を
支
援

・
木
材
の
生
産
・
流
通
効
率
化
に
向
け
た
デ
ジ
タ

ル
化
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

⑷
中
小
製
材
工
場
の
新
製
品
開
発
等
に
係
る
支
援 

　

 （
１
２
，7
0
0
千
円
）

・
中
小
の
製
材
事
業
者
の
強
み
を
生
か
し
た
新
製
品

の
開
発
・
普
及
の
た
め
の
検
討
会
を
新
た
に
開
催

・
製
材
工
場
な
ど
の
労
働
環
境
改
善
に
向
け
た
施
設

整
備
等
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

　

７　
木
材
の
安
定
供
給
と
森
林
所
有
者
へ
の
利
益
還
元

　

需
給
変
動
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
し
た
原
木
の
効

率
的
・
安
定
的
な
供
給
と
森
林
所
有
者
へ
の
利
益
還
元

を
図
る
た
め
、
燃
料
材
主
体
で
も
収
益
が
期
待
で
き
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
づ
く
り
」の
支
援
と
と
も
に
、ス
マ
ー

ト
林
業
の
普
及
、
森
林
経
営
計
画
の
策
定
促
進
及
び
林

道
等
の
整
備
に
よ
り
木
材
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

新
⑴
燃
料
材
主
体
で
も
収
益
が
期
待
で
き
る「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
森
づ
く
り
」の
推
進	（
１
９
，８
２
６
千
円
）

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
の
実
証
に
取
り
組
む
事
業
者
に

対
し
、
実
証
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る

と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
の
整
備
に
取
り
組

む
事
業
者
に
対
し
、
燃
料
材
の
搬
出
経
費
等
の
一

部
を
助
成

新
⑵
森
林
経
営
計
画
策
定
促
進
に
向
け
た
森
林
ク
ラ
ウ

ド
シ
ス
テ
ム
の
機
能
拡
充	

（
９
，8
7
0
千
円
） 

・
森
林
の
境
界
明
確
化
や
森
林
経
営
計
画
の
策
定
促

進
に
資
す
る
情
報
を
共
有
で
き
る
機
能
を
「
森
林

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
」
に
追
加

⑶
ス
マ
ー
ト
林
業
普
及
の
た
め
の
林
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
整
備

・
林
業
Ｄ
Ｘ
に
資
す
る
情
報
を
一
元
的
に
参
照
す
る

こ
と
が
で
き
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
新
た
に
構
築

　

⑷
林
道
等
路
網
整
備
の
推
進

 （
１
，５
６
０
，１
３
０
千
円
）

・
市
町
村
が
行
う
林
道
の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
助
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成
す
る
と
と
も
に
、
基
幹
的
な
林
道
及
び
林
業
専

用
道
を
県
が
代
行
し
て
整
備

重
点
施
策
：
森
林
の
新
た
な
価
値
の
創
造
と
山

村
地
域
の
振
興

8　
新
た
な
雇
用
と
収
入
を
生
み
出
す
森
林
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
育
成

　

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
な
か
、
森
林
が
も
た
ら

す
癒
し
の
享
受
や
五
感
で
自
然
を
体
験
す
る
こ
と
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
一
方
、
山
村
地
域
で
は
産
業

の
停
滞
や
若
者
の
流
出
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
山
村
地
域
に
新
た
な
雇
用
と
収
入
機
会
、
関
係
人

口
を
生
み
出
す
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
育
成
し
ま
す
。

　

⑴
専
門
家
派
遣
等
に
よ
る
事
業
者
へ
の
伴
走
型
支
援	

（
１
１
，５
４
０
千
円
）

・
新
た
に
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
実
施
す
る
事
業
者

に
対
す
る
プ
ラ
ン
ナ
ー
派
遣
等
の
伴
走
型
支
援

や
、
事
業
実
施
に
要
す
る
初
期
費
用
を
支
援

新
⑵
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
れ
事
業
者
へ
の
支
援	

	
	

（
９
６
0
千
円
）

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
し
た
事
業
者
の
先
進
事
例

を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

⑶
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
国
交
流
会
の
開
催

 	

（
３
，０
５
９
千
円
）

新
・
全
国
の
先
進
事
例
を
学
び
、
実
践
者
と
交
流
を

図
る
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
国
交
流
会
」
を

開
催

・
森
林
空
間
の
活
用
に
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る

た
め
の
研
修
会
等
を
開
催

⑷「
ぎ
ふ
森
フ
ェ
ス
」の
開
催
等
に
よ
る
森
林
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
普
及
啓
発
と
育
成	

（
５
，３
２
６
千
円
）

・
県
内
各
地
の
森
林
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
掘
り
起
こ

し
、
磨
き
上
げ
る
た
め
、
「
ぎ
ふ
森
の
あ
る
暮
ら

し
推
進
協
議
会
」
が
主
催
す
る
「
ぎ
ふ
森
フ
ェ

ス
」
や
会
員
同
士
の
交
流
会
の
開
催
を
支
援

９　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み

　

健
全
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
と「
脱
炭
素
社
会
ぎ
ふ
」

の
実
現
に
向
け
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
の
森
林

の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
進
め
る
た
め
、
燃
料
材
林（
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
森
）の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

⑴
Ｇ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
推
進

	
	

（
３
４
，２
６
０
千
円
）

・
Ｇ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
引
活
性
化
に
向
け
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
創
出
拡
大
及
び
活
用
方
法
の
拡
充
に
よ

る
魅
力
の
向
上

⑵
県
営
林
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
得
・
販
売
の
推
進

	

（
８
，3
6
0
千
円
）

・
県
営
林
に
お
い
て
、
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
基

づ
き
認
証
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
販
売
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
得
を
推
進

新
・
県
営
林
の
適
正
な
管
理
や
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
効

率
的
な
取
得
の
た
め
、
県
営
林
の
資
源
情
報
を
デ

ジ
タ
ル
化

　

⑶
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
森
林
づ
く
り
の
推
進

	
 （
6
0
1
千
円
）

・
市
町
村
と
連
携
し
、
森
林
づ
く
り
活
動
に
意
欲
の

あ
る
企
業
等
の
活
動
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
「
岐

阜
県
地
球
環
境
の
保
全
の
た
め
の
森
林
づ
く
り
条

例
」
に
基
づ
き
、
企
業
等
の
森
林
づ
く
り
活
動
に

よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
を
認
定

新
⑷
燃
料
材
主
体
で
も
収
益
が
期
待
で
き
る「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
森
づ
く
り
」の
推
進	

		 		
	
	

（
１
９
，８
２
６
千
円
）［
再
掲
］

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
の
実
証
に
取
り
組
む
事
業
者
に

対
し
、
実
証
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る

と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
の
整
備
に
取
り
組

む
事
業
者
に
対
し
、
燃
料
材
の
搬
出
経
費
等
の
一

部
を
助
成

10　
「
ぎ
ふ
木
育
30
年
ビ
ジ
ョ
ン
」の
実
現
に
向
け
た

「
ぎ
ふ
木
育
」の
推
進

　

森
林
・
林
業
に
対
す
る
県
民
の
意
識
を
醸
成
す
る

た
め
、「
ぎ
ふ
木
遊
館
」と「
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

（
m
o
r
i
n
o
s
）」を
核
と
し
て
、
森
や
木
に
親
し

み
、
森
と
の
つ
な
が
り
や
森
林
文
化
の
豊
か
さ
を
段
階

的
、
継
続
的
に
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

⑴	「
ぎ
ふ
木
遊
館
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
」等
を
活
用
し
た

「
ぎ
ふ
木
育
」の
全
県
展
開	

 （
9
，2
8
7
千
円
）

・
新
た
な
「
ぎ
ふ
木
遊
館
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
」

（
郡
上
市
・
揖
斐
川
町
）
の
整
備
を
支
援

・
既
存
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
に
対
し
、
木
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
う
指
導
者
の
派
遣
や
ス
タ
ッ
フ
育

成
の
た
め
の
研
修
を
実
施

・
地
域
で
活
動
す
る
木
育
・
森
林
環
境
教
育
の
指

導
者
が
情
報
交
換
を
行
う
交
流
会
等
の
開
催
や

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
地
域
版

木
育
・
森
林
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
等
を

支
援

⑵「
ぎ
ふ
木
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」等
の
新
た
な
資

格
制
度
の
導
入	

  （
１
５
，０
３
８
千
円
）

新
・
「
ぎ
ふ
木
育
」
を
実
施
し
た
い
教
育
施
設
等
に
対

し
、
地
域
の
指
導
者
の
派
遣
を
調
整
す
る
「
ぎ
ふ

木
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
新
た
に
委
嘱

・
森
林
空
間
を
活
用
し
た
「
ぎ
ふ
木
育
」
を
提
供
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
新
た
な
「
ぎ
ふ
木
育
指
導

員
養
成
講
座
」
を
実
施

⑶
ぎ
ふ
木
遊
館
、
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

（
m
o
r
i
n
o
s
）に
よ
る
出
前
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

の
実
施	

（
８
６
，１
７
７
千
円
）

・「
ぎ
ふ
木
遊
館
」に
お
け
る
木
の
お
も
ち
ゃ
で
の
遊
び

等
の
木
育
体
験
や
、「
m
o
r
i
n
o
s
」に
お
け

る
森
林
環
境
教
育
体
験
を
実
施

・
県
内
各
地
へ
出
向
い
て
実
施
す
る「
移
動
型
ぎ

ふ
木
遊
館
」、「
森
の
出
番
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」な
ど

魅
力
的
で
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
あ
ら
ゆ
る
世
代

を
対
象
に
実
施

11　
き
の
こ
な
ど
の
特
用
林
産
物
の
振
興

　

原
木
な
ど
の
き
の
こ
生
産
資
材
の
不
足
や
価
格
高
騰

に
よ
り
、
原
木
や
お
が
菌
等
の
生
産
資
材
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
た
め
、
県
内
産
原
木
の
安
定
供

給
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
生
産
資
材
の
調
達
を
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
薪
ス
ト
ー
ブ
等
の
普
及
に
よ
り
薪
の

需
要
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
薪
生
産
量
の
拡
大
を
促

進
し
ま
す
。

　
⑴
原
木
し
い
た
け
生
産
へ
の
支
援（
５
，０
８
０
千
円
）

新
・
し
い
た
け
の
原
木
生
産
者
等
に
よ
る
広
葉
樹
の
伐

採
、
搬
出
路
開
設
及
び
運
搬
に
要
す
る
費
用
を
支

援
・
原
木
し
い
た
け
に
使
用
す
る
広
葉
樹
の
伐
採
は
人

力
に
よ
る
作
業
が
多
い
た
め
安
全
に
伐
採
す
る
技

術
や
搬
出
に
関
す
る
現
地
研
修
会
を
実
施

新
・
低
質
な
原
木
で
も
一
定
の
し
い
た
け
発
生
量
を
確

保
す
る
た
め
、
通
常
よ
り
多
く
使
用
す
る
種
菌
購

入
に
要
す
る
経
費
を
助
成

　

⑵
き
の
こ
類
の
生
産
資
材
高
騰
に
対
す
る
支
援

（
８
，２
０
９
千
円
）  

３
月
補
正

・
き
の
こ
生
産
者
が
購
入
す
る
生
産
資
材
の
高
騰
分

に
対
し
助
成

⑶
高
級
菌
根
性
き
の
こ（
黒
ト
リ
ュ
フ
）栽
培
に
関
す

る
技
術
開
発	

（
４
４
１
千
円
）

・
令
和
６
年
も
継
続
発
生
を
確
認
し
た
黒
ト
リ
ュ
フ

に
つ
い
て
、
短
期
間
か
つ
安
定
的
に
発
生
さ
せ
る

技
術
の
開
発
を
実
施

⑷
薪
生
産
者
に
よ
る
設
備
導
入
へ
の
支
援	

		 		
	
	

（
１
，1
8
0
千
円
）

・
小
規
模
な
生
産
者
等
が
行
う
、
薪
の
材
料
と
な
る

原
木
の
大
径
化
に
も
対
応
し
た
施
設
整
備
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
助
成

12　
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」を
活
用
し
た
自

然
環
境
の
保
全
・
再
生

　

管
理
不
足
の
森
林
の
増
加
、
外
来
生
物
の
繁
殖
、
水

環
境
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
森
林
や
河
川
の
持
つ
公
益

的
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
清
流

の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」を
活
用
し
、
人
や
仕
組
み

を
つ
く
り
な
が
ら
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
、
自
然

環
境
の
保
全
・
再
生
や「
脱
炭
素
社
会
ぎ
ふ
」に
向
け
た

取
組
み
を
行
い
ま
す
。

⑴
森
林
部
門 　
　

	

（
1
，0
9
7
，3
5
9
千
円
）

・
奥
地
水
源
林
の
間
伐
、
危
険
な
樹
木
の
除
去
、
被

害
森
林
等
で
の
早
生
樹
の
植
栽
等
の
森
林
整
備
を

支
援

・
啓
発
効
果
の
高
い
公
共
施
設
等
の
木
造
化
・
内
装

木
質
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
森
や
木
、
川
に

関
す
る
環
境
教
育
や
「
ぎ
ふ
木
育
」
を
推
進

⑵
環
境
部
門　

  　
　
　

	

（
３
３
3
，2
1
6
千
円
）

・
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
カ
ワ
ウ

等
の
捕
獲
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
岐
阜
大
学
と

共
同
で
被
害
対
策
を
推
進

・
自
然
生
態
系
の
保
全
の
た
め
の
河
川
清
掃
や
魚
道

の
改
修
等
の
実
施

⑶
共
通
部
門	

（
３
３
，５
０
０
千
円
）

・
地
域
団
体
等
が
実
施
す
る
自
然
環
境
保
全
の
取
組

み
を
支
援
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令和６年度　岐阜県治山林道技術成果発表会

　令和７年２月２１日、岐阜県庁ミナモホールにおいて、令和６年度岐阜県治山林道技術成果発表会を開催しました。
本発表会は、治山林道研究会員及び治山林道業務に携わる者が参集しての開催となり、参加者１１５名が、熱心に各
発表及び話題提供者による講演を聴講しました。
　発表会は、令和２年度の動画配信によるリモート開催より、治山、林道それぞれの部門毎に、参加者が投票して優秀
発表を決める方式となっています。発表は、治山部門が３題、林道部門が１題あり、内容は、現在、治山林道が抱える
課題の解決や森林土木の技術向上に繋がるもので、投票用紙のアドバイスや感想欄には、それぞれの発表に対して、
多くのコメントが記載されており、各発表への関心の高さが伺えました。

●治山発表課題

●林道発表課題

【最優秀賞】

既設堰堤の嵩上げの設計に関連する基準の設定について

既設堰堤の嵩上げに関して、設計上必要なものの基準化されていない項目について検討結果を報告。

揖斐農林事務所　　高橋　悠太朗
（研究グループ：岐阜、西濃、揖斐）

課　　題 発　表　者

【優秀賞】

渓間工の洗掘について
　－治山施設の復旧方法（その３）－
令和 4 年度から収集した事例を踏まえ、長寿命化対策として新規設計にフィードバックすべき内容を報告。

恵那農林事務所　　吉良　信一郎
（研究グループ：恵那、下呂、飛騨）

課　　題 発　表　者

【奨励賞】

治山工事におけるＩＣＴ活用事例

治山工事におけるＩＣＴ技術（3次元起工測量、3次元設計データの作成、ＩＣＴ建設機械による施工（掘削工・
法面整形工））の活用事例について報告。

中濃農林事務所　　林　巧真
（研究グループ：中濃、郡上、可茂、東濃）

課　　題 発　表　者

【優秀賞】

セメント安定処理工法に対する一考察

林業専用道における路面洗掘防止対策として施工した、セメント安定処理工法の経済性、施工性について報告。

恵那農林事務所　　村橋　卓也
課　　題 発　表　者

発表の状況

治山、林道発表者
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●詳しい内容を知りたい方は TEL 058－272－8489 森林経営課 林道係まで

令和6年度 治山・林道写真コンクール入選作品決定! 
　治山事業や林道事業の役割を普及啓発するため、毎年治山・林道写真コンクールを実施しています。
　本年度は、治山３３点、林道３３点の応募があり、入選作品１７点が決定しました。
　なお、最優秀作品は表紙をご覧ください。

優 秀 賞

入　選

� � �

� � �

� � �� ��

�� �� �� ��

�

◆林道写真コンクール
部　門 写真番号 受賞区分 題　　　名 所　属 氏　名

森林施業 表紙 最優秀 中学校建築用材の搬出 恵那農林事務所 池田　　毅
① 優　秀 路網の活用 西濃農林事務所 井田　琢也
⑤ 入　選 冬間近 飛騨農林事務所 神戸　　努
⑥ 入　選 間伐に活かされる林道 恵那農林事務所 村橋　卓也

地域振興 ② 優　秀 新しい林道活用　世界ラリー選手権（ＷＲＣ） 恵那市役所 安田　善博
⑦ 入　選 森林を愛しむリレーションシップ・ロード 下呂農林事務所 下垣内友哉

◆治山写真コンクール
部　門 写真番号 受賞区分 題　　　名 所　属 氏　名
一　般 表紙 最優秀 令和 5 年 8 月 17 日豪雨による山腹崩壊地の復旧 揖斐農林事務所 木田　卓也

③ 優　秀 保全対象を守る治山施設 下呂農林事務所 熊﨑　貴之
⑧ 入　選 風致公園内での災害復旧事業 岐阜農林事務所 河本　俊哉
⑨ 入　選 下呂市と連携した治山事業 下呂農林事務所 坂下　一秀

木材・木製品使用 ⑩ 入　選 生活道路を守る谷止工＆流路工 揖斐農林事務所 高橋悠太朗
⑪ 入　選 地域材の有効利用 西濃農林事務所 杉山　　昇

森林整備 ⑫ 入　選 健全な森への第一歩 飛騨農林事務所 田中　沙紀
⑬ 入　選 事前防災地区　東木の実地区の森林整備 恵那農林事務所 長澤　康弘

総合利用・ＰＲ ④ 優　秀 若手職員の育成に尽力いただきました 飛騨農林事務所 馬場　竣也
⑭ 入　選 事前防災地区整備プロジェクト「諸神」 中濃農林事務所 吉田　　徹
⑮ 入　選 未来の職員へ 岐阜農林事務所 桂川　　亮
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能
登
へ
の
応
援
派
遣

　
　ご
苦
労
様
で
し
た
！

　手入れの行き届かない森林の整備や担い手の育成などの取組みを進めるための財源として、国から県や市町
村へ森林環境譲与税が配分されています。このコーナーでは、県内市町村による森林環境譲与税の活用事例に
ついて連載で紹介します。

　関ケ原町では、森林整備を進めるにあたり、町外へ転出した森林所有者や境界不明森林の増加などのほか、既存システム
では、航空写真や都市計画図などの限られた情報しか表示できず、施業地の集約化等に必要な情報が整理されていないこ
とが課題となっていました。
　このため、森林所有者や森林の所在、規制区域などの情報を一元的に管理し、効率的に集約化計画を作成できるよう、令
和５年度に林地台帳の機能を追加しました。なお、新規にシステムを開発・導入した場合、約5,000千円かかることが見込ま
れたため、既存システムへの機能追加を検討しました。

役立っています！“森林環境譲与税”
シリーズ

5

 関ケ原町 ―既存の庁内WebGISへの林地台帳機能の追加―

お問い合わせ

取組みの背景

事業内容

取組みの効果

　新規にシステムを開発・導入せず、既存システム（庁内WebGIS
「都市計画支援システム」）に林地台帳の機能を追加しました。

森林環境譲与税について： 県森林活用推進課 森林吸収源対策室 森林吸収源対策係   TEL:058-272-8821
関ケ原町の取組みについて： 関ケ原町　産業建設課　林務係   TEL:0584-43-3054

システムでの各種情報表示状況

　航空写真に規制区域などの情報とともに、林地台帳の所有者
情報や森林計画図などの森林に関する情報を重ねることが可能
となりました。
　精度の高い資料をもとに意向調査や森林整備を進めることが
できるようになり、事業計画の変更が減少するなど円滑に事業の
遂行ができています。
　また、既存システムに機能を追加することで、新規の開発・導
入と比べて、約３割導入経費を抑えることができました。

工
事
の
本
格
的
な
開
始
は
令
和
７
年
度
か
ら

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
９
月
の
集
中
豪
雨
で

新
た
な
災
害
が
発
生
し
、
査
定
も
一
時
ス

ト
ッ
プ
し
た
時
は
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
と

途
方
に
暮
れ
ま
し
た
。

◆
日
々
の
生
活
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

全
国
か
ら
の
派
遣
職
員
は
60
人
程
で
、
仮

設
住
宅
が
宿
舎
で
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー

パ
ー
は
既
に
営
業
し
て
お
り
、
食
事
に
は
不

便
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
仮
設
住
宅
の
外

観
は
プ
レ
ハ
ブ
で
す
が
内
部
は
通
常
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
よ
う
で
快
適
に
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

連
日
山
の
中
で
の
肉
体
労
働
が
多
か
っ
た

の
で
、
お
酒
と
ス
タ
ミ
ナ
重
視
の
食
生
活
で

し
た
。
時
に
は
派
遣
仲
間
と
Ｕ
字
溝
を
使
っ

て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
や
り
ま
し
た
。
ま
た
、

町
に
は
全
国
か
ら
応
援
に
来
て
お
り
、
そ
の

お
か
げ
で
居
酒
屋
な
ど
は
予
約
し
な
い
と
入

れ
な
い
ほ
ど
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

着
任
時
は
発
災
後
３
ケ
月
が
過
ぎ
て
お

り
、
道
路
は
あ
る
程
度
復
旧
し
て
い
ま
し
た

が
、
砂
利
道
や
凸
凹
が
多
く
、
３
月
31
日
、

自
家
用
車
で
岐
阜
か
ら
宿
舎
に
向
か
う
の
に

６
時
間
か
か
り
ま
し
た
。
役
場
周
辺
は
家
屋

が
倒
壊
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
が
あ
ち
こ
ち
で
浮

き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
奥
地
で
は
電

気
や
水
道
が
通
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ

ら
に
、
ま
だ
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
避
難

所
で
生
活
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
ど
ん
な
仕
事
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

　

林
道
災
害
に
係
る
災
害
査
定
が
担
当
業
務

で
し
た
。
林
道
は
79
路
線
の
う
ち
76
路
線

が
被
災
し
て
お
り
、
町
の
林
道
担
当
は
他
の

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災
自
治
体

に
１
年
間
派
遣
さ
れ
、
復
旧
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
野
田
昌
吾（
現
在-

公
益
社
団
法
人
木

曽
三
川
水
源
造
成
公
社
業
務
課
長
）さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
。

◆
派
遣
先
は
？

　

震
源
と
な
っ
た
珠
洲
市
の
南
に
位
置
す
る

「
能
登
町
」で
す
。
人
口
は
約
1.5
万
人
で
、
半

数
以
上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
町

に
震
度
６
強
の
地
震
が
襲
い
、
死
傷
者
は
78

人
、
建
物
被
害
は
９
千
棟
を
超
え
る
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
し
た
。

業
務
も
多
く
あ
っ
た
た
め
、
主
担
当
と
な

り
、
１
人
で
は
で
き
な
い
測
量
は
治
山
の
担

当
者
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
業
務
を
進
め
ま

し
た
。
７
月
か
ら
は
神
奈
川
県
、
９
月
か
ら

は
大
分
県
、
さ
ら
に
同
月
に
発
生
し
た
豪
雨

災
害
後
は
本
県
か
ら
も
短
期
の
追
加
派
遣
が

あ
り
、
計
５
人
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
林
道

被
害
の
特
徴
は
盛
土
の
路
面
の
沈
下
、
陥
没

が
多
く
、
法
面
崩
壊
は
掘
削
面
の
表
層
崩
壊

で
、
調
査
に
お
け
る
危
険
性
は
あ
ま
り
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
被
災
調
査
で
林
道
を

７
～
８
㎞
往
復
す
る
日
々
が
続
き
、
夏
場
に

は
茂
っ
た
草
木
に
邪
魔
さ
れ
、
辛
か
っ
た
時

も
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
は
週
１
回
ペ
ー
ス
で
国
の
査
定

が
行
わ
れ
、
12
月
中
旬
に
全
て
の
朱
入
れ
が

完
了
し
ま
し
た
。
査
定
路
線
数
は
54
路
線
、

査
定
箇
所
５
１
５
箇
所
、
総
延
長
11
㎞
、
査

定
総
額
は
14
億
円
強
で
し
た
。
査
定
後
は
順

次
実
施
設
計
の
委
託
、
河
川
部
局
等
と
の
調

整
、
補
助
申
請
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

多くの住宅が倒壊した状況

集団避難の状況

路面の亀裂等の被害の典型的な状況

９月の豪雨により陥没箇所が消失した現場
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能
登
へ
の
応
援
派
遣

　
　ご
苦
労
様
で
し
た
！

　手入れの行き届かない森林の整備や担い手の育成などの取組みを進めるための財源として、国から県や市町
村へ森林環境譲与税が配分されています。このコーナーでは、県内市町村による森林環境譲与税の活用事例に
ついて連載で紹介します。

　関ケ原町では、森林整備を進めるにあたり、町外へ転出した森林所有者や境界不明森林の増加などのほか、既存システム
では、航空写真や都市計画図などの限られた情報しか表示できず、施業地の集約化等に必要な情報が整理されていないこ
とが課題となっていました。
　このため、森林所有者や森林の所在、規制区域などの情報を一元的に管理し、効率的に集約化計画を作成できるよう、令
和５年度に林地台帳の機能を追加しました。なお、新規にシステムを開発・導入した場合、約5,000千円かかることが見込ま
れたため、既存システムへの機能追加を検討しました。

役立っています！“森林環境譲与税”
シリーズ

5

 関ケ原町 ―既存の庁内WebGISへの林地台帳機能の追加―

お問い合わせ

取組みの背景

事業内容

取組みの効果

　新規にシステムを開発・導入せず、既存システム（庁内WebGIS
「都市計画支援システム」）に林地台帳の機能を追加しました。

森林環境譲与税について： 県森林活用推進課 森林吸収源対策室 森林吸収源対策係   TEL:058-272-8821
関ケ原町の取組みについて： 関ケ原町　産業建設課　林務係   TEL:0584-43-3054

システムでの各種情報表示状況

　航空写真に規制区域などの情報とともに、林地台帳の所有者
情報や森林計画図などの森林に関する情報を重ねることが可能
となりました。
　精度の高い資料をもとに意向調査や森林整備を進めることが
できるようになり、事業計画の変更が減少するなど円滑に事業の
遂行ができています。
　また、既存システムに機能を追加することで、新規の開発・導
入と比べて、約３割導入経費を抑えることができました。

治
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
関
係
者
が
応

援
に
来
て
い
ま
す
が
、
一
段
落
し
た
ら
居
な

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
被
災
後
多
く

の
人
が
町
か
ら
出
て
い
か
れ
、
災
害
の
ト
ラ

ウ
マ
か
ら
戻
る
気
に
な
れ
な
い
方
も
多
い
そ

う
で
、
今
後
が
心
配
で
す
。

  　

町
は
自
然
豊
か
で
皆
様
の
中
に
は
海
釣
り

に
出
か
け
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

宿
泊
地
の
確
保
は
ま
だ
難
し
い
で
す
が
、
道

路
は
復
旧
し
て
い
る
の
で
、
能
登
の
応
援
や

被
災
状
況
を
知
る
こ
と
で
技
術
的
に
学
ぶ
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
訪
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
令
和
７
年
度
も
２
名
が
１
年
間

応
援
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
活
躍

に
よ
り
、
被
災
地
が
早
期
に
復
旧
す
る
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

◆
派
遣
で
感
じ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
は
？

　

能
登
町
の
職
員
の
皆
さ
ん
は
町
民
と
直
接

接
し
て
い
る
た
め
、
日
々
発
生
す
る
問
題
や

苦
情
に
絶
え
ず
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
限

ら
れ
た
人
員
で
、
こ
れ
が
数
年
続
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

を
補
う
た
め
、
自
治
体
間
の
連
携
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

林
道
で
は
、
地
震
災
害
対
策
と
し
て
盛
土

箇
所
の
ケ
ア
が
重
要
で
あ
る
こ
と
や
、
本
県

の
よ
う
に
降
雨
の
多
い
地
域
で
は
や
は
り
雨

水
処
理
を
し
っ
か
り
や
る
こ
と
、
災
害
を
想

定
し
た
迂
回
路
づ
く
り
、
復
旧
に
当
た
っ
て

は
優
先
度
を
付
け
る
な
ど
事
前
の
対
応
が
重

要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

◆
最
後
に
被
災
地
へ
の
思
い
を
！

　

能
登
町
の
復
旧
・
復
興
に
は
、
過
去
の
他

県
の
被
災
事
例
か
ら
も
10
年
以
上
を
要
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
町
に
は
現
在
、
全
国
の
自

宿舎となった仮設住宅

能登町農林水産課内の様子
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事

川尻 秀樹

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
あ
る
日
、
加

茂
郡
東
白
川
村
の
渓
流
沿
い
を
走
る
車

窓
か
ら
、
真
っ
白
な
花
を
咲
か
せ
た
ザ

イ
フ
リ
ボ
ク
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

ザ
イ
フ
リ
ボ
ク（A

m
elanchier

 
asiatica

）は
岩
手
県
や
新
潟
県
以
南
の

本
州
、
四
国
、
九
州
の
岩
石
地
や
花
崗

岩
の
や
せ
山
の
雑
木
林
に
分
布
す
る
バ

ラ
科
ザ
イ
フ
リ
ボ
ク
属
の
落
葉
小
高
木

で
す
。

　

萌
芽
性
が
高
い
た
め
伐
採
跡
等
で
は

株
立
ち
し
た
個
体
が
、
春
遅
く
新
葉
の

展
開
と
同
時
に
枝
先
に
白
い
花
を
咲
か

せ
ま
す
。

　

樹
皮
は
灰
褐
色
～
暗
褐
色
で
古
く

な
る
と
褐
色
の
縦
筋
が
多
く
な
り
、
若

い
枝
は
赤
褐
色
を
呈
し
ま
す
。
葉
は
互

生
し
、
形
は
楕
円
形
で
先
端
は
鋭
く
尖

り
、
基
部
は
丸
く
、
縁
に
は
浅
く
細
い

鋸
歯
が
あ
り
ま
す
。
葉
裏
に
は
白
い
綿

毛
が
密
生
し
ま
す
が
、
後
に
主
脈
を
除

い
て
ほ
と
ん
ど
無
毛
と
な
り
ま
す
。

　

5
月
頃
に
は
枝
の
先
端
に
5
枚
の
細

長
く
白
い
花
弁
を
持
っ
た
花
を
10
個
ほ

ど
咲
か
せ
ま
す
。
こ
の
白
い
花
が
山
で

揺
れ
る
姿
を
采
配
（
さ
い
は
い
）
に
見
立

て
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

「
采
配
」
と
は
大
河
ド
ラ
マ
な
ど
で

見
る
武
将
が
、
戦
国
時
代
の
戦
場
で
指

図
に
使
っ
た
房
付
き
の
棒
の
こ
と
で
、

短
い
棒
の
先
に
短
冊
状
の
白
い
紙
や
犬

の
革
な
ど
が
多
数
つ
い
た
も
の
で
す
。

大
名
や
総
大
将
、
軍
師
は
「
軍
配
」
を
、

侍
大
将
な
ど
の
武
将
が
「
采
配
」
を
ふ

る
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

花
弁
が
細
長
く
か
た
ま
っ
て
咲
い
た

花
が
枝
先
で
風
に
な
び
く
様
子
か
ら

「
采
振
り
木
」
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

地
方
に
よ
っ
て
は
シ
デ
ザ
ク
ラ
と
か

ニ
レ
ザ
ク
ラ
の
別
名
で
も
呼
ば
れ
ま

す
。
シ
デ
ザ
ク
ラ
の
シ
デ
と
は
「
紙
垂

（
四
手
）
」
を
意
味
し
ま
す
。
紙
垂
（
四

手
）
は
注
連
縄
や
玉
串
、
祓
串
、
御
幣

な
ど
に
つ
け
て
垂
ら
す
白
紙
の
こ
と

で
、
こ
れ
も
白
く
て
細
長
い
花
弁
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
来
て
い
ま
す
。
後
半
に
サ
ク

ラ
の
名
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
農
事
の
目

安
木
と
し
た
総
称
の
「
サ
ク
ラ
」
を
結
び

つ
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
ニ
レ
ザ
ク
ラ
と
は
、
植
木
屋
さ
ん

た
ち
が
葉
の
雰
囲
気
が
ア
キ
ニ
レ
な
ど

に
似
て
い
る
か
ら
と
、
呼
ん
で
い
た
名
残

と
さ
れ
ま
す
が
、
私
に
は
あ
ま
り
似
て

い
る
よ
う
に
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

9
～
10
月
に
黒
紫
色
に
熟
す
果
実

は
、
直
径
6
～
10
㎜
の
球
形
で
白
い
粉

を
か
ぶ
り
、
鳥
た
ち
に
人
気
が
あ
る
の

で
、
私
も
食
べ
て
み
た
の
で
す
が
取
り

上
げ
る
ほ
ど
美
味
し
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

同
じ
仲
間
の
ジ
ュ
ー
ン
ベ
リ
ー

白く美しい花を咲かせるザイフリボク

（June
 
Berry

）
は
セ
イ
ヨ
ウ
ザ
イ
フ

リ
ボ
ク
と
呼
ば
れ
、
6
月
に
濃
赤
紫
色

の
ナ
シ
状
果
を
つ
け
ま
す
。
ラ
エ
ヴ
ィ

ス
（A

.laevis

）
や
カ
ナ
デ
ン
シ
ス

（A
.ca
n
a
d
e
n
sis

）
な
ど
の
優
良

品
種
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は

公
園
な
ど
に
も
植
え
ら
れ
、
セ
イ
ヨ
ウ

ザ
イ
フ
リ
ボ
ク
と
か
ア
メ
リ
カ
ザ
イ
フ

リ
ボ
ク
の
名
札
が
付
い
て
い
ま
す
。
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県では、「ぎふ木育」を全県展開するため、１０箇所の農林事務所ごとに、地域で活動する木育関係者の交流会や、行
政と意見交換する連絡会議を開催しています。その開催状況や、地域でぎふ木育を進めるキーパーソンをシリーズで紹
介していきます。今号は可茂地域です。

ぎふ木育全県展開

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8821 森林活用推進課 木育推進係まで

園田 智子さん（一般社団法人こどもの庭　代表）

5
～可茂地域～

Q どのような活動をしていらっしゃいますか？Q

可茂地域のキーパーソン

可茂地域交流会・連絡会議を開催

　森のようちえん「自然育児　こどもの庭」の代表として、美濃加茂市
や可児市などの森林や里山で保育を実施しています。
　また、親子の会や小学生向け生き物講座も開催しています。

Q 活動するうえで大事にしていることは何ですか？Q
　ご縁で繋がって「こどもの庭」ができている。出会いとご縁を大切に
したいですね。

「ぎふ木育」を可茂地域で推進するうえで必要なことは
何だと思いますか？

Q

　まずは、大人が森や里山に行くことは楽しいということを知る、体
験することが大事。大人が森に入ることで、こどもも森に入るきっか
けになります。
　森のようちえんでも、お母さん自身が森に入って、「心地良い」「心
が開放される」「森のようちえんで出会う人といると楽しい」と感じて
もらうことが大切だと感じています。

　今年は、可児市の我田の森（わがたのもり）で、交流会・連絡会議を行いました。交流会では、我田の森を中心
に里山整備・保全活動を行っている「里山クラブ可児」と、我田の森をフィールドの一つとして森のようちえんを運
営している「自然育児　こどもの庭」の２団体に活動の紹介をしていただきました。
　参加者からは、実際の活動や保育の様子を見て、「近くに住んでいながら、こんなに素晴らしい活動をしている
のを知らなかった」「交流会に参加して良かった」といった声が聞かれました。
　これを機に、さらに可茂地域の指導者の方の横のつながりで、ぎふ木育が広がることを期待します。

これからの森のようちえんについてどう思われますか？Q
　岐阜県内の公立園でも、自然体験やこども主体の保育が広まってお
り、とても良いことだと感じています。
　その一方で、私達のような森のようちえんにしか生み出せない価値も
あると思います。「こどもの庭」では、保護者同士や保護者とスタッフの
関わりが強く、保護者も自分事として一緒になって考えて行動する時間
があります。コミュニティの中で子育てができるのが強みだと思うので
大事にしていきたいですね。
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（愛称ｍｏｒｉｎｏｓ）で実施しているプログラムについてご紹介します！

morinos HPでは、こうしたプログラムから日常風景まで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

＜アカデミー教員プログラム　「おもちゃ作家と一緒に木のおもちゃを作ろう」＞
morinosでは、森に親しむ入口となる様々なプログラムを開催しています。
今回は、ナイフやノコギリ等、最小限の道具を使って木のおもちゃ作りをする「おもちゃ作

家と一緒に木のおもちゃを作ろう」をご紹介します。講師は森林文化アカデミー木工専攻の
前野健先生です。前野先生はアカデミー教員になる前、木のおもちゃをデザイン・製作する
木工作家として活動されていました。現在でも年に数点のおもちゃのデザインをしながら、
初心者でもナイフを使って楽しめる木工教室を開催しています。そんな前野先生をお招きし
た今回のプログラムには、保育士や教員、木育に興味・関心がある方が集まりました。

作っていくのはウサギの人形と自動車のおもちゃ。今回は材料となる木の伐採や運び出し
もしました。伐採する木は、森林文化アカデミーの演習林に生えているリョウブとアラカシ
です。伐採する際に気を付けるポイントは、上部を観察して枯れ枝が落ちて来ないか確認
すること。周囲に危険はないか等万全の注意を払うこと。参加者の皆さんは辺りを見渡して
慎重に作業に入りました。おもちゃ作りのため、太さが3～5cm程度の比較的細い木を選ん
で伐採し、それを運び出しやすい大きさに切って持ち帰りました。

最初に作るのはウサギの人形。前野先生から人形の作り方とコツ、道具の扱い方につい
て指導してもらいました。また、ナイフを扱う際は、使い終えたら必ずケースに入れること、
腕を回しても周りに当たらない、安全な場所で扱うこと、刃先を寝かせてゆっくり、優しく動
かすこと、と注意点も挙げてもらいました。採ってきた材を適当な長さにノコギリで切り、切
り込みを入れて削ることでウサギの形に仕上げていきます。ポイントは、ナイフで削る方法
と切り込みを入れて繊維方向に割る方法を組み合わせて作ることです。仕上げに、焼きペン
で顔を描いて完成です。ウサギを作る予定でしたが、ネコになったりシカになったり…バリ
エーションが様々生まれました。

次は自動車作りに挑戦。ここでの重要なポイントは車軸を受ける溝作りです。前野先生がノコギリだけを使って三角形の車軸受け
用の溝が作れることを示すと、参加者から驚きの声が上がりました。溝を作って、車輪を取り付けたら完成。運転席やハンドルをつけ
たり、ナイフで削ってレーシングカーのようにかっこよく仕上げたり…個性あふれる自動車が完成しました。最後に可愛らしいウサ
ギの人形を自動車に乗せ、完成お披露目会をしました。「morinosモーターショーみたい」という声も上がり、多様な自動車＆人形
が並びました。

材をノコギリで切り分ける 車軸受けの溝作り 完成した人形と自動車のおもちゃ

おもちゃ作り用の木を伐採

前野先生（右）とアシスタントの丹羽さん（左）

最後に、前野先生から「一連の流れを体験してもらうことで『自分にもできそう』という気持ちを持ってもらいたい。そして身近な
場所で実践してもらえると嬉しい。」とコメントをいただきました。終了後には道具の扱い方やナイフの選び方の質問が出るなど、早
速実践に向けて関心が高まっている様子が伺えました。おもちゃ作りを通して、木で「もの」を作る楽しさや森の利用の仕方につい
て関心を持っていただけると嬉しいです。

ぎふ木遊館公式Instagram
　ぎふ木遊館で行われる木育プログラムやイベント情報のほか、行きたい日に遊べるおもちゃが分かる
カレンダーも発信しています。フォローお待ちしています！

ぎふ木遊館には100種類以上の木のおもちゃがあり、日替わりで皆さん
に遊んでいただいています。今回は、新しく仲間入りしたおもちゃを紹介し
ます♪
初めは、大きくてインパクトのある「ズレンガ」のおうち。立派なので、一

見は形の変わらない遊具に見えますが、実は大きめのブロック積み木を組
み立ててできています。ブロックはスギ、ブロックを繋ぐパーツはヒノキで
作られていて、おうちの中は木のいい香りでいっぱいです。ゆくゆくは来館
者のみなさんと一緒に組み立てて遊びたいと、スタッフ一同楽しみにして
います。
次にご紹介するのは、「こま」。柄が長く、両手のひらを擦り合わせるよ

うにして回します。昔はこの動作を火起こしなどの際に用いていましたが、
今ではなかなかする機会のない動きです。楽しみながら指先・手先を動か
すトレーニングができるのも、こま遊びの魅力です。
続いて、ぎふ木遊館でもおなじみのさるぼぼをモチーフにした積み木「つみぼぼ」のカラーバージョンをご紹介します。華やかな

印象の赤色と、クールな黒色をお迎えしました！つみぼぼは従来の無塗装でも可愛いですが、赤と黒が加わることにより、積み木
でできる作品の表現の幅が広がり、さらに遊びが盛り上がるようになりました！
最後に、木玉プールに今までになかった樹種「ブナ」「ナラ」「クリ」の木玉が加わりました。「ナラ」は重くて少しひんやりする

ので見分けやすいかもしれません。新しい木玉は手触りがサラッとしていて、まだ木のにおいが強いので、見つけたらぜひ匂いを
嗅いでみてくださいね。

２種類の積み木が木育ひろばに登場する日はいつでもチャレンジできますので、ぜひマスター目指して遊んでみてください！

ぎふ木遊館に新しいおもちゃが仲間入り！

子どもから大人まで夢中になれる積み木遊び　～積み木マスター認定証～
積み木は自由に遊んでももちろん楽しいですが、ミッション

を与えられたら思わず夢中になりますよね。ぎふ木遊館では、２
種類の積み木の「マスター認定証」を用意し、それぞれのミッ
ションをクリアしたお客さんにプレゼントしています。
一つ目は、「からからつみきマスター認定証」です。小さな板

状の「からからつみき」を自分の背より高く積めたらマスターに
認定！簡単なルールですが、積み方次第で安定感や１段の高さ
が異なり、なかなか奥が深いです。この日マスターに認定された
お父さんは、「自分の目線を超えてから、バランスよく積むのが
難しかった。」と楽しそうに話されていました。
二つ目は、「TSUMIBOBOマスター認定証」です。決められ

た３種類の積み方ができたら、それぞれマスターに認定！頭と体
で比重の異なる「つみぼぼ」ならではのユニークな積み方に挑
戦し、つみぼぼの面白さをよりいっそう感じていただけます。

手触りも抜群の両手で回すこま 色のついた「つみぼぼ」 上から時計回りにブナ、ナラ、クリの木玉

自分の背より高く積んで、
からからつみきマスター！

ご夫婦で３種類のマスターを
コンプリート

「ズレンガ」のおうちで遊ぶ子どもとさとやまさん
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（愛称ｍｏｒｉｎｏｓ）で実施しているプログラムについてご紹介します！

morinos HPでは、こうしたプログラムから日常風景まで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

＜アカデミー教員プログラム　「おもちゃ作家と一緒に木のおもちゃを作ろう」＞
morinosでは、森に親しむ入口となる様々なプログラムを開催しています。
今回は、ナイフやノコギリ等、最小限の道具を使って木のおもちゃ作りをする「おもちゃ作

家と一緒に木のおもちゃを作ろう」をご紹介します。講師は森林文化アカデミー木工専攻の
前野健先生です。前野先生はアカデミー教員になる前、木のおもちゃをデザイン・製作する
木工作家として活動されていました。現在でも年に数点のおもちゃのデザインをしながら、
初心者でもナイフを使って楽しめる木工教室を開催しています。そんな前野先生をお招きし
た今回のプログラムには、保育士や教員、木育に興味・関心がある方が集まりました。

作っていくのはウサギの人形と自動車のおもちゃ。今回は材料となる木の伐採や運び出し
もしました。伐採する木は、森林文化アカデミーの演習林に生えているリョウブとアラカシ
です。伐採する際に気を付けるポイントは、上部を観察して枯れ枝が落ちて来ないか確認
すること。周囲に危険はないか等万全の注意を払うこと。参加者の皆さんは辺りを見渡して
慎重に作業に入りました。おもちゃ作りのため、太さが3～5cm程度の比較的細い木を選ん
で伐採し、それを運び出しやすい大きさに切って持ち帰りました。

最初に作るのはウサギの人形。前野先生から人形の作り方とコツ、道具の扱い方につい
て指導してもらいました。また、ナイフを扱う際は、使い終えたら必ずケースに入れること、
腕を回しても周りに当たらない、安全な場所で扱うこと、刃先を寝かせてゆっくり、優しく動
かすこと、と注意点も挙げてもらいました。採ってきた材を適当な長さにノコギリで切り、切
り込みを入れて削ることでウサギの形に仕上げていきます。ポイントは、ナイフで削る方法
と切り込みを入れて繊維方向に割る方法を組み合わせて作ることです。仕上げに、焼きペン
で顔を描いて完成です。ウサギを作る予定でしたが、ネコになったりシカになったり…バリ
エーションが様々生まれました。

次は自動車作りに挑戦。ここでの重要なポイントは車軸を受ける溝作りです。前野先生がノコギリだけを使って三角形の車軸受け
用の溝が作れることを示すと、参加者から驚きの声が上がりました。溝を作って、車輪を取り付けたら完成。運転席やハンドルをつけ
たり、ナイフで削ってレーシングカーのようにかっこよく仕上げたり…個性あふれる自動車が完成しました。最後に可愛らしいウサ
ギの人形を自動車に乗せ、完成お披露目会をしました。「morinosモーターショーみたい」という声も上がり、多様な自動車＆人形
が並びました。

材をノコギリで切り分ける 車軸受けの溝作り 完成した人形と自動車のおもちゃ

おもちゃ作り用の木を伐採

前野先生（右）とアシスタントの丹羽さん（左）

最後に、前野先生から「一連の流れを体験してもらうことで『自分にもできそう』という気持ちを持ってもらいたい。そして身近な
場所で実践してもらえると嬉しい。」とコメントをいただきました。終了後には道具の扱い方やナイフの選び方の質問が出るなど、早
速実践に向けて関心が高まっている様子が伺えました。おもちゃ作りを通して、木で「もの」を作る楽しさや森の利用の仕方につい
て関心を持っていただけると嬉しいです。
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　准
教
授
●
新
津

　裕

森
林
・
林
業
の
こ
れ
か
ら
の
可
能
性
を
考
え
る

　
　〜
林
業
と
〇
〇
の
組
み
合
わ
せ
で
可
能
性
は
無
限
大
〜

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで
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森林と人を
生かす知恵

JAにしみの養老南支店

■施設の概要

事業主体 西美濃農業協同組合

事業年度 令和６年度 

構造延床面積 鉄骨造　1階　645.03㎡

施設用途 農業協同組合支店事務所

助 成 額

木材使用量
使用樹種

4.19㎥
スギ・ヒノキ（県産材100％）

株式会社 野崎設計

1,325千円

全体事業費 352,000千円

設 計 者

株式会社 大橋組

令和5年9月～令和6年11月

施工業者

工　　期

JAにしみの本店　管財課
ＴＥＬ 0584-73-8196

木の香る
ぎふの施設

養老郡養老町下笠字山ノ内２７９６番1
内装木質化

145

　ＪＡにしみのは、大垣市・海津市・神戸町・安八町・輪之
内町・養老町・垂井町・関ケ原町を事業エリアとしており、
このたび、養老町内の４支店を一か所に集約した新店舗を
建設いたしました。
　店舗内装には岐阜県産スギやヒノキ材をふんだんに使用
し、利用者に親しんでいただける店舗づくりを目指しました。

　相談室や会議室の床や壁にも県産材を使用しており、落
ち着いた雰囲気の中でご相談いただけます。

　木の温かみを感じることができる空間になったと、お客
様からの評判も上々です。

問い合わせ先

    利用者の様子

    ここに注目！！

    施設の経緯

施設全景

相談室

ＡＴＭコーナー

来店者待合

会議室

●
緑
豊
か
な
岐
阜
県

　

こ
の
森
林
の
た
よ
り
を
目
に
し
て
い
る

方
々
に
と
っ
て
は
言
わ
ず
も
が
な
、
岐
阜
県

は
国
内
で
も
森
林
率
第
二
位
の
森
林
大
国
で

す
。
日
本
全
国
の
森
林
面
積
が
67
％
で
あ
る

事
か
ら
比
較
し
て
も
よ
り
森
林
が
豊
か
な
こ

と
が
伺
え
ま
す
。

　

濃
尾
平
野
の
山
が
近
く
に
無
い
地
域
の
方

や
住
宅
街
に
住
む
方
に
と
っ
て
は
森
林
と
い

う
言
葉
が
あ
ま
り
身
近
に
感
じ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
河
畔
林
や
社
寺
林
・
公
園
・

街
路
樹
な
ど
案
外
近
く
に
森
が
あ
る
も
の
で

す
。

●
過
去
の
林
業
の
印
象

　

私
は
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

で
教
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
以
前
、
20

代
の
頃
か
ら
10
年
弱
程
度
で
す
が
県
外
の
林

業
現
場
で
働
い
て
き
ま
し
た
。
当
時
の
林
業

の
現
場
は
安
全
装
備
も
ま
だ
浸
透
し
て
お
ら

ず
、
服
装
は
作
業
着
や
ニ
ッ
カ
ボ
ッ
カ
が
主

流
だ
っ
た
印
象(

20
年
近
く
前)

で
す
。
新
人

が
現
場
に
入
っ
て
も
指
導
が
出
来
る
先
輩
は

少
な
く
「
見
て
覚
え
ろ
」
の
日
常
で
し
た
。

定
期
的
に
大
き
な
怪
我
も
発
生
し
て
お
り
、

日
給
月
給
で
給
料
も
安
く
危
険
な
労
働
で
あ

る
こ
と
は
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

わ
せ
な
が
ら
森
林
空
間
を
活
用
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
岐
阜
県
で
も

２
０
２
３
年
に
『
ぎ
ふ
森
の
あ
る
暮
ら
し
推

進
協
議
会
』
を
立
ち
上
げ
、
異
業
種
交
流
や

勉
強
会
の
実
施
、
更
に
は
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
派

遣
な
ど
も
行
い
森
林
空
間
を
活
用
し
た
い
と

考
え
る
会
員
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
林
業
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
成

長
し
た
森
林
内
で
は
間
伐
を
し
て
か
ら
次
の

伐
採
ま
で
は
１０
年
以
上
空
き
ま
す
。
つ
ま
り

は
そ
の
森
林
か
ら
木
材
売
上
で
の
収
入
を
得

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
な
ら
ば
そ
の
空
白

の
期
間
を
利
用
し
て
複
合
的
な
森
林
活
用
を

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
森
林
で
の
働
き
方
は
ア
ウ
ト

ド
ア
・
狩
猟
・
山
菜
・
キ
ノ
コ
・
木
工
・
Ｉ

Ｔ
・
ア
ー
ト
・
健
康
・
教
育
な
ど
の
組
み
合

わ
せ
で
森
林
や
林
業
の
有
す
る
課
題
を
考
え

直
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
そ
の
地
域
や
森
林
・

従
業
員
の
有
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
新
た
な

視
点
で
「
価
値
化
」
し
ワ
ク
ワ
ク
す
る
森
づ

く
り
を
一
緒
に
行
い
ま
せ
ん
か
？

あ
く
ま
で
私
の
林
業
を
経
験
し
た
地
域
で
の

話
で
す
が
、
他
県
へ
手
伝
い
に
行
く
事
や
逆

に
他
県
か
ら
現
場
の
応
援
に
来
て
も
ら
う
事

も
あ
っ
た
た
め
、
全
国
的
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
多
く
の
地
域
の
実
情
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

●
変
化
の
兆
し

　

そ
ん
な
林
業
の
様
子
が
少
し
ず
つ
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
法
整
備
の
影
響
も

も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
大
き

く
感
じ
て
い
る
の
は
「
緑
の
雇
用
」
や
「
林

業
大
学
校
」
の
存
在
で
す
。
今
回
は
こ
れ
ら

の
説
明
を
す
る
と
そ
れ
だ
け
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
の
で
、
割
愛
し
ま
す
が
興
味
の
あ
る
人

は
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
自
身
も
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
生

と
し
て
学
び
、
他
県
で
緑
の
雇
用
に
よ
る
研

修
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
中
で
感
じ
た
こ
れ
ま
で
の
林
業
の

世
界
と
大
き
な
違
い
は
【
異
分
野
交
流
】
が

生
ま
れ
た
事
と
【
理
論
】
で
学
べ
る
機
会
が

増
え
た
点
で
す
。
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で

は
現
在
も
林
業
だ
け
で
な
く
森
林
環
境
教

育
・
木
造
建
築
・
木
工
と
森
林
や
木
材
に
関

連
す
る
学
び
を
横
断
的
に
少
人
数
で
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
す
。
中
で
も
森
と
木
の
ク
リ

エ
ー
タ
ー
科
で
は
社
会
人
経
験
の
あ
る
学
生

も
多
く
、
様
々
な
経
歴
を
も
つ
学
生
が
入
学

す
る
こ
と
か
ら
森
林
や
木
材
に
関
す
る
新
た

な
化
学
反
応
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
緑
の
雇
用
で
も
職
場
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ(

オ

ン
・
ザ
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ)

だ
け
で
な

く
集
合
研
修
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
様
々
な

指
導
員
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
、

他
事
業
体
で
同
様
の
林
業
経
験
年
数
の
仲
間

と
交
流
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
田
園

回
帰
の
流
れ
も
あ
り
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
増
加
、

別
の
業
種
か
ら
林
業
に
転
職
す
る
機
会
も
大

幅
に
増
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

林
業
だ
け
の
常
識
で
は
な
く
、
様
々
な
業

界
か
ら
林
業
に
新
し
い
視
点
や
考
え
方
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
く
る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
に

配
慮
し
た
仕
事
の
進
め
方
や
新
た
な
技
術
の

導
入
が
か
つ
て
の
林
業
の
印
象
を
変
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。

●
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業

　

さ
ら
に
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
の
は
林

野
庁
が
２
０
１
９
年
か
ら
進
め
て
い
る
【
森

林
サ
ー
ビ
ス
産
業
】
で
す
。
簡
潔
に
言
え
ば

「
木
材
生
産
以
外
の
収
入
を
得
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
事
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

「
観
光
」
「
教
育
」
「
福
祉
」
を
も
組
み
合

林業では日常の光景かもしれませんが ･･･
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JAにしみの養老南支店

■施設の概要

事業主体 西美濃農業協同組合

事業年度 令和６年度 

構造延床面積 鉄骨造　1階　645.03㎡

施設用途 農業協同組合支店事務所

助 成 額

木材使用量
使用樹種

4.19㎥
スギ・ヒノキ（県産材100％）

株式会社 野崎設計

1,325千円

全体事業費 352,000千円

設 計 者

株式会社 大橋組

令和5年9月～令和6年11月

施工業者

工　　期

JAにしみの本店　管財課
ＴＥＬ 0584-73-8196

木の香る
ぎふの施設

養老郡養老町下笠字山ノ内２７９６番1
内装木質化

145

　ＪＡにしみのは、大垣市・海津市・神戸町・安八町・輪之
内町・養老町・垂井町・関ケ原町を事業エリアとしており、
このたび、養老町内の４支店を一か所に集約した新店舗を
建設いたしました。
　店舗内装には岐阜県産スギやヒノキ材をふんだんに使用
し、利用者に親しんでいただける店舗づくりを目指しました。

　相談室や会議室の床や壁にも県産材を使用しており、落
ち着いた雰囲気の中でご相談いただけます。

　木の温かみを感じることができる空間になったと、お客
様からの評判も上々です。

問い合わせ先

    利用者の様子

    ここに注目！！

    施設の経緯

施設全景

相談室

ＡＴＭコーナー

来店者待合

会議室
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1

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり”
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な取組みを行っています。
こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【森林活用推進課】　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111 内線（4344）　森林活用推進課森林活用係まで

清流の国ぎふ地域活動促進事業
～住民主体の創意工夫を凝らした森づくり・川づくり～

　平成２４年度から令和6年度までの１3年間で延べ605件の事業が実施されました。
　令和7年度は、44の団体がそれぞれ特色ある事業を実施します。　　

シリーズ

といろ
（お山と小川で遊ぼう！ ＩＮ 山県）

（一社）DRC 協会
（無人機で見直す清流の水環境）

木と家にまつわるエトセトラ
（森と木を活かした持続可能な

環境づくり啓発推進事業）

NPO 法人 飛騨漆の森プロジェクト
（飛騨漆の森づくり推進事業）

●令和 6 年度実施事業

団体名 事業名

三輪の里山を守る会 恵みの森づくり推進事業

NPO法人 長良川自然学校 長良川　川の学校事業

NPO法人 e-plus生涯学習
研究所

「清流と未来をつなぐ力　～SDGsで守
る生物多様性～」

NPO法人 竹林救援隊 竹林の間伐と放置竹林を無くすための啓発
活動

飛騨五木株式会社 岐阜文化の繋がりから育む親子向け木育
活動の促進

つなぐ「わ」 自然の恵みをすべての人へつなぐ推進事業

といろ 田んぼを持続可能な遊び場に変身

ぎなんプレーパークの会 森を感じよう 2025
～ぎなんプレーパーク～

笠松の自然と共生を考える会 笠松町における生物多様性保全事業

木の駅上石津実行委員会 森林資源の森づくり

（一社）ぎふ地球環境塾 ぎふ地球環境塾

（一社）よだか総合研究所 根尾川むいむいの森　環境整備と森の学習

（一社）いび森のようちえん
こだぬき 小さな子も、一緒に森へ行こう

NPO法人 
揖斐自然環境レンジャー

徳山ダム上流に実のなる木を植えよう大
作戦

小津区自治会 小津地域を主体とした森づくり事業

大谷桜公園・里山づくりの会 大谷桜公園・里山づくり推進事業

関市広見交遊会 関広見 IC ふれあい遊歩道整備事業

エゴノキプロジェクト実行委
員会 エゴノキプロジェクト

NPO愛宕山ランド 子どもと自然をぐっと近づける森づくり

郡上漁業協同組合 第 15 回長良川源流の森育成事業

明宝ジビエ研究会 明宝の森とエコサイクル推進事業

金谷里山整備支隊 ボランティアの力で荒廃里山を再生しよう
2025

大洞里山整備隊 整備した森を活用した森の学校実施事業

（一社）こどもの庭 里山保全活動の継続および人材育成のた
めの環境教育・里山サロン事業

三和まちづくり協議会 三和まちづくりプロジェクト　△ stage2 △

中之番自治会 白隠の里森林整備活用事業

MINOKAMO里山トレイル 森林空間を活用したトレッキング及び森林
整備事業

木曽川左岸遊歩道友の会 木曽川左岸遊歩道等周辺整備事業

NPO法人
坂祝まちづくり推進機構 さかほぎトレッキング登山道整備事業

半布里の郷 富加町の自然を育む里山整備活動

団体名 事業名

可茂森林組合 R7 森林との関係人口創出プロジェクト
【エコ薪】で CO2 削減せよ！

NPO法人 美濃白川どんぐり会 落葉樹林　植林・育成事業

NPO法人 明日の稲津を築く
まちづくり推進協議会

黒の田湿地及び周辺の環境保全再整
備並びに PR 活動事業

いのちもり 森と暮らしの学校事業

ひるかわ里山活性化委員会 里山活性化事業

NPO法人 奥矢作森林塾 松本地区における森づくりと担い手
づくり活動

中切区里山環境整備活動組織 中切区里山整備事業

NPO法人
活エネルギーアカデミー 山の恵みと共存するプロジェクト

二本木生産森林組合 飛騨高山「彦谷の里」里山活用と広
葉樹林育成事業

和草園ははその杜づくり会 五感をひらく森づくりプロジェクト

飛騨木遊館運営協議会 森林環境教育推進事業

森の自然学校 清流の森づくり　2025

高山南の森保全の会 高山南エリア里山林整備事業

NPO法人
飛騨漆の森プロジェクト

 飛騨漆の森づくり推進事業赤保木第
1 区
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研究
コーナー

　
　
　
　森
林
研
究
所

　臼
田 

寿
生

災
害
に
強
い
森
林
作
業
用
道
路
の
適
地
を
見
え
る
化
！

　〜
路
網
整
備
難
易
度
推
定
図
を
公
開
し
て
い
ま
す
〜

■
は
じ
め
に

　

森
林
整
備
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
に

は
、
森
林
内
の
路
網
（
森
林
内
の
各
種
道

路
）
の
整
備
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
森

林
内
の
路
網
整
備
に
は
地
形
改
変
を
伴

う
こ
と
か
ら
、
急
傾
斜
地
な
ど
の
地
形
条

件
の
厳
し
い
場
所
で
は
、
斜
面
崩
壊
や
土

石
流
な
ど
の
山
地
災
害
を
引
き
起
こ
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
森
林
内
の
路
網
の

う
ち
、
森
林
作
業
の
た
め
に
整
備
さ
れ
る

「
林
業
専
用
道
」
お
よ
び
「
森
林
作
業

道
」
は
、
切
土
と
盛
土
に
よ
る
土
構
造
の

作
設
が
基
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
設
に

適
し
た
場
所
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
留
意

し
、
路
網
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

そ
こ
で
当
所
で
は
、
災
害
に
強
い
土
構

造
の
路
網
整
備
に
適
し
た
場
所
を
わ
か
り

や
す
く
す
る
た
め
の
路
網
整
備
難
易
度
推

定
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

■
路
網
整
備
難
易
度
推
定
図
の
特
徴

　

路
網
整
備
難
易
度
推
定
図
は
、
崩
壊
が

発
生
し
に
く
い
路
網
を
整
備
す
る
上
で
の

難
易
度
を
示
し
た
地
図
で
す
。
こ
こ
で

は
、
こ
の
図
の
凡
例
に
示
さ
れ
て
い
る
そ

こ
の
た
め
、
特
に
水
が
集
ま
り
や
す
い
と

考
え
ら
れ
る
集
水
面
積
１
ha
以
上
の
水
系

線
も
あ
わ
せ
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

「
作
設
困
難
範
囲
」
は
、
作
設
指
針
等

に
基
づ
い
た
道
路
構
造
を
満
た
す
作
設
が

困
難
と
推
定
し
た
範
囲
で
あ
る
た
め
、
路

網
整
備
に
よ
る
崩
壊
発
生
リ
ス
ク
が
高
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

「
到
達
困
難
な
作
設
可
能
範
囲
」
は
、

作
設
指
針
等
に
基
づ
い
た
道
路
構
造
を
満

た
す
作
設
が
可
能
で
は
あ
る
も
の
の
、
既

設
一
般
道
ま
で
の
間
が
作
設
困
難
と
推

定
し
た
範
囲
で
す
。
こ
の
た
め
、
現
状
で

は
、
こ
の
範
囲
ま
で
の
土
構
造
に
よ
る
路

網
整
備
は
困
難
と
推
察
さ
れ
ま
す
が
、
将

来
、
一
般
道
な
ど
が
こ
の
範
囲
ま
で
延
伸

さ
れ
た
場
合
に
は
「
到
達
可
能
範
囲
」
と

同
等
の
範
囲
と
し
て
利
用
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

■
路
網
整
備
難
易
度
推
定
図
の
活
用

　
方
法

　

災
害
に
強
い
路
網
整
備
の
適
地
を
選
定

す
る
際
に
は
、「
路
網
整
備
難
易
度
推
定

図
」
を
参
照
し
、
で
き
る
限
り
「
到
達

可
能
範
囲
」
で
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
崩

壊
発
生
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
災
害
に
強
い
路
網
整
備
を
進

め
る
上
で
は
、
万
が
一
の
土
砂
流
出
に
備

え
て
周
辺
の
家
屋
等
の
保
全
対
象
へ
の
影

響
も
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に

道
路
の
崩
壊
に
と
も
な
っ
て
土
石
流
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
甚
大
な
被
害
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
が
必
要

で
す
。

　

森
林
の
た
よ
り
８
４
８
号
で
は
、
土
石

流
が
発
生
し
た
際
の
家
屋
等
の
建
物
が
被

災
す
る
リ
ス
ク
の
評
価
を
支
援
す
る
地
図

と
し
て
、
当
所
が
作
成
し
た
「
土
石
流
災

害
リ
ス
ク
評
価
支
援
図
」
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。

　

災
害
に
強
い
路
網
整
備
の
適
地
を
選
定

す
る
際
に
は
「
路
網
整
備
難
易
度
推
定

図
」
に
よ
る
崩
壊
発
生
リ
ス
ク
の
確
認
に

加
え
て
、「
土
石
流
災
害
リ
ス
ク
評
価
支

援
図
」
を
参
照
し
、
建
物
ま
で
の
距
離
が

十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
な
ど
保
全
対
象

の
被
災
リ
ス
ク
が
低
い
場
所
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

な
お
、
ご
紹
介
し
た
地
図
は
、
過
去
に
取

得
し
た
地
形
デ
ー
タ
な
ど
の
限
ら
れ
た
情
報

か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
必
ず
最

新
の
現
地
状
況
も
確
認
し
た
上
で
、
最
終
的

な
判
断
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
わ
り
に

　

「
路
網
整
備
難
易
度
推
定
図
」
お
よ
び

「
土
石
流
災
害
リ
ス
ク
評
価
支
援
図
」
は

県
内
全
域
分
を
作
成
し
、
こ
れ
ら
の
地
図

の
活
用
方
法
の
解
説
書
と
と
も
に
当
所

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
災
害
に
強
い
路
網

整
備
の
た
め
に
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

れ
ぞ
れ
の
範
囲
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

「
到
達
可
能
範
囲
」
は
、
県
が
定
め
る

林
業
専
用
道
お
よ
び
森
林
作
業
道
の
作
設

指
針
等
に
基
づ
い
た
道
路
構
造
（
幅
員
、

切
土
・
盛
土
の
高
さ
、
縦
断
勾
配
な
ど
）

を
満
た
す
作
設
が
可
能
か
つ
既
設
一
般
道

と
の
接
続
が
可
能
と
推
定
し
た
範
囲
で
あ

る
た
め
、
災
害
に
強
い
路
網
整
備
に
適
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
谷

な
ど
の
水
が
集
ま
り
や
す
い
場
所
で
は
、

「
到
達
可
能
範
囲
」
で
あ
っ
て
も
豪
雨
時

に
は
路
網
が
被
災
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

↑地図の詳細は
こちら

路網整備難易度推定図
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
６
ー
５
２
ー
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　下
呂
農
林
事
務
所
ま
で

下
呂
地
域
に
お
け
る
林
業
普
及
活
動

下
呂
農
林
事
務
所
　林
業
普
及
指
導
員
　鍋
倉 

賢
二

普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　普
及
企
画
係
ま
で

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　林
業
普
及
通
信

林
業
普
及
指
導
員
資
格
試
験
に
つ
い
て

　
岐
阜
県
で
は
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
発
揮
と
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全

な
発
展
の
た
め
、
各
農
林
事
務
所
と
森
林

文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
に
26
名
の
林
業
普
及
指

導
員
（
Ag
）
を
置
き
、
様
々
な
施
策
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
林
業
普
及
指
導
員
は
森
林
法
で
そ
の
職

務
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
主
な
役
割

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
試
験
研
究
機
関
と
密
接
な
連
絡
を
保

ち
、
専
門
の
事
項
の
調
査
研
究
を
実
施

②
森
林
所
有
者
や
林
業
に
従
事
す
る
方
へ

の
林
業
の
技
術
及
び
知
識
の
普
及

③
林
業
の
施
業
に
関
す
る
指
導

④
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
等
で
、

市
町
村
の
求
め
に
応
じ
て
専
門
的
な
技

術
及
び
知
識
を
必
要
と
す
る
事
項
へ
の

協
力

　
林
業
普
及
指
導
員
と
し
て
業
務
に
あ
た

る
に
は
林
業
普
及
指
導
員
資
格
試
験
に
合

格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
号
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ

に
は
受
験
申
込
は
受
付
終
了
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
林
業
普
及

指
導
員
を
目
指
す
人
の
た
め
に
も
、
ど
ん

な
試
験
で
あ
る
か
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

試
験
区
分

　
林
業
一
般
区
分
と
地
域
森
林
総
合
監
理
区

分
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
地
域
森
林
総
合

監
理
区
分
の
合
格
者
が
森
林
総
合
監
理
士

（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

受
験
資
格

　
学
歴
等
に
応
じ
て
一
定
の
職
務
経
験
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

試
験
科
目

　
林
業
一
般
：
筆
記
試
験
及
び
口
述
試
験

　
筆
記
試
験
は
択
一
式
と
小
論
文
式
で
、

択
一
式
は
一
般
基
礎
と
専
門
（
森
林
経

営
、
施
業
技
術
、
林
産
の
３
つ
か
ら
１
つ

を
選
択
）
、
小
論
文
式
は
さ
ら
に
細
か
く

分
か
れ
た
分
野
か
ら
選
択
。
口
述
試
験
は

小
論
文
式
試
験
で
選
ん
だ
専
門
分
野
ご
と

に
行
わ
れ
ま
す
。

　
地
域
森
林
総
合
監
理
：
筆
記
試
験
及
び

口
述
試
験

　
筆
記
試
験
は
択
一
式
と
記
述
式
で
、
森

林
の
総
合
的
基
本
的
知
識
及
び
森
林
づ
く

り
等
の
構
想
を
提
示
で
き
る
能
力
を
問
わ

れ
ま
す
。
口
述
試
験
は
、
筆
記
試
験
後
に

作
成
す
る
技
術
的
体
験
論
文
等
を
も
と
に

行
わ
れ
ま
す
。

試
験
日
程

４
月
〜
５
月
上
旬
　
出
願
受
付

７
月
下
旬
　
筆
記
試
験

９
月
下
旬
　
筆
記
試
験
合
格
発
表

１０
月
〜
１１
月
　
口
述
試
験

１１
月
下
旬
　
合
格
発
表

標
に
、
森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
森
林
所
有

者
へ
の
意
向
調
査
に
つ
い
て
は
、
南
ひ
だ

森
林
組
合
へ
の
業
務
委
託
に
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
の
馬
瀬
惣
島

地
区
を
は
じ
め
に
、
こ
れ
ま
で
合
計
21
地

区
、
約
２
，
７
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林

所
有
者
に
対
し
て
、
森
林
経
営
管
理
制
度

の
説
明
会
と
意
向
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
業
務
委
託
で
は
、
意
向
調
査
に
加

え
て
、
森
林
の
現
地（
プ
ロ
ッ
ト
）調
査
、

経
営
管
理
権
集
積
計
画（
案
）の
作
成
ま
で

を
一
括
し
て
実
施
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
経
営
管
理
権
集
積
計
画（
案
）で
は
、

林
道
等
が
近
く
、
利
用
間
伐
に
よ
り
収
益

が
期
待
で
き
る
範
囲
を「
生
産
ゾ
ー
ン
」、

林
道
等
が
遠
く
利
用
間
伐
に
よ
る
収
益
が

期
待
で
き
な
い
範
囲
を「
環
境
ゾ
ー
ン
」に

区
分
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、「
環
境
ゾ
ー

ン
」に
区
分
さ
れ
た
森
林
が
、
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
整
備
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

経
営
管
理
権
集
積
計
画（
案
）の
作
成
後

は
、
再
度
、
森
林
所
有
者
へ
の
説
明
会

が
実
施
さ
れ
、
森
林
所
有
者
か
ら
の
同
意

を
得
ら
れ
た
森
林
に
対
し
て
、
実
際
に
森

林
整
備
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
な
お
、「
生
産

ゾ
ー
ン
」に
区
分
さ
れ
た
森
林
に
つ
い
て

は
、
そ
の
殆
ど
を
林
業
事
業
体
と
の
個
別

契
約
に
よ
り
森
林
整
備
を
委
託
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

森
林
経
営
管
理
制
度
を
活
用
し
た
森
林

整
備
の
受
け
皿
と
し
て
は
、
令
和
４
年
７

月
に
設
立
さ
れ
た
、「
下
呂
市
森
林
整
備
協

会
」が
受
け
持
ち
ま
す
。
会
員
は
、
林
業

事
業
体
９
社
と
建
設
業
者
10
社
と
な
り
ま

す
。
実
績
と
し
て
、
14
地
区
約
３
３
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
森
林
で
森
林
経
営
管
理
制
度

を
活
用
し
た
森
林
整
備（
切
捨
て
間
伐
）が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
た
下
呂
市
の
間
伐
実
績
は
県
下
で

は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
数
値
と
な
っ
て
お
り

あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度
の
実
施
状
況

　

令
和
元
年
度
に
森
林
経
営
管
理
法
が
施

行
さ
れ
る
と
と
も
に
森
林
環
境
譲
与
税

の
譲
与
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
下
呂
市
は

市
有
林
人
工
林
面
積
が
大
き
い
こ
と
も
あ

り
、
令
和
６
年
度
以
降
は
約
２
億
２
千
万

円
の
交
付
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
下
呂
市
で

は
、
未
整
備
森
林
を
解
消
す
る
こ
と
を
目

　

下
呂
農
林
事
務
所
で
は
、
岐
阜
県
の
中

東
部
に
位
置
す
る
下
呂
市
の
エ
リ
ア
を

管
轄
し
て
い
ま
す
。
管
内
の
総
土
地
面
積

の
う
ち
、
約
92
％
に
当
た
る
約
78
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
森
林
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
約

55
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
民
有
林
が
占
め
て
い

ま
す
。
人
工
林
率
は
県
平
均
を
大
き
く
上

回
る
62
％
で
、
そ
の
約
７
割
を
ヒ
ノ
キ
が

占
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
森
林
整
備
の
担
い
手
と
し
て

は
、
１
つ
の
森
林
組
合（
南
ひ
だ
森
林
組

合
）と
10
の
林
業
事
業
体
が
あ
り
、
66
名

の
森
林
技
術
者
が
従
事
し
て
い
ま
す
。
令

和
６
年
度
の
管
内
の
木
材
生
産
量
は
、
約

59
千
㎥
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
近
年
は

主
伐
・
再
造
林
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
下
呂
市
は
、
各
地
区
の
森
林
所
有

者
で
組
織
さ
れ
た
森
林
造
成
組
合
が
残
る

県
内
唯
一
の
地
域
で
す
。
森
林
造
成
組
合

は
、
地
域
の
森
林
に
精
通
し
て
い
る
組
織

で
あ
り
、
現
在
で
も
精
力
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
下
呂
市
が
す
す
め
る
森
林
経

営
管
理
制
度
を
活
用
し
た
森
林
整
備
の
実

施
状
況
と
、
林
業
普
及
活
動
の
取
組
み
を

森林経営管理制度の説明会の様子

経営管理権集積計画（案）の例
（オレンジ：生産ゾーン、青：環境ゾーン）
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
６
ー
５
２
ー
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　下
呂
農
林
事
務
所
ま
で

下
呂
地
域
に
お
け
る
林
業
普
及
活
動

下
呂
農
林
事
務
所
　林
業
普
及
指
導
員
　鍋
倉 

賢
二

普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　普
及
企
画
係
ま
で

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　林
業
普
及
通
信

林
業
普
及
指
導
員
資
格
試
験
に
つ
い
て

　
岐
阜
県
で
は
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
発
揮
と
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全

な
発
展
の
た
め
、
各
農
林
事
務
所
と
森
林

文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
に
26
名
の
林
業
普
及
指

導
員
（
Ag
）
を
置
き
、
様
々
な
施
策
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
林
業
普
及
指
導
員
は
森
林
法
で
そ
の
職

務
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
主
な
役
割

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
試
験
研
究
機
関
と
密
接
な
連
絡
を
保

ち
、
専
門
の
事
項
の
調
査
研
究
を
実
施

②
森
林
所
有
者
や
林
業
に
従
事
す
る
方
へ

の
林
業
の
技
術
及
び
知
識
の
普
及

③
林
業
の
施
業
に
関
す
る
指
導

④
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
等
で
、

市
町
村
の
求
め
に
応
じ
て
専
門
的
な
技

術
及
び
知
識
を
必
要
と
す
る
事
項
へ
の

協
力

　
林
業
普
及
指
導
員
と
し
て
業
務
に
あ
た

る
に
は
林
業
普
及
指
導
員
資
格
試
験
に
合

格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
号
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ

に
は
受
験
申
込
は
受
付
終
了
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
林
業
普
及

指
導
員
を
目
指
す
人
の
た
め
に
も
、
ど
ん

な
試
験
で
あ
る
か
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

試
験
区
分

　
林
業
一
般
区
分
と
地
域
森
林
総
合
監
理
区

分
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
地
域
森
林
総
合

監
理
区
分
の
合
格
者
が
森
林
総
合
監
理
士

（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

受
験
資
格

　
学
歴
等
に
応
じ
て
一
定
の
職
務
経
験
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

試
験
科
目

　
林
業
一
般
：
筆
記
試
験
及
び
口
述
試
験

　
筆
記
試
験
は
択
一
式
と
小
論
文
式
で
、

択
一
式
は
一
般
基
礎
と
専
門
（
森
林
経

営
、
施
業
技
術
、
林
産
の
３
つ
か
ら
１
つ

を
選
択
）
、
小
論
文
式
は
さ
ら
に
細
か
く

分
か
れ
た
分
野
か
ら
選
択
。
口
述
試
験
は

小
論
文
式
試
験
で
選
ん
だ
専
門
分
野
ご
と

に
行
わ
れ
ま
す
。

　
地
域
森
林
総
合
監
理
：
筆
記
試
験
及
び

口
述
試
験

　
筆
記
試
験
は
択
一
式
と
記
述
式
で
、
森

林
の
総
合
的
基
本
的
知
識
及
び
森
林
づ
く

り
等
の
構
想
を
提
示
で
き
る
能
力
を
問
わ

れ
ま
す
。
口
述
試
験
は
、
筆
記
試
験
後
に

作
成
す
る
技
術
的
体
験
論
文
等
を
も
と
に

行
わ
れ
ま
す
。

試
験
日
程

４
月
〜
５
月
上
旬
　
出
願
受
付

７
月
下
旬
　
筆
記
試
験

９
月
下
旬
　
筆
記
試
験
合
格
発
表

１０
月
〜
１１
月
　
口
述
試
験

１１
月
下
旬
　
合
格
発
表

　

活
動
の
中
で
、
子
供
達
か
ら
は
様
々
な

感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
活
動
が
、
子
供
達
に
と
っ
て
い
い
思
い

出
に
な
る
と
と
も
に
、
森
林
整
備
の
大
切

さ
を
学
ぶ
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
林
業
普
及
指
導
員
と

し
て
森
林
経
営
管
理
制
度
の
説
明
会
・
意

向
調
査
や
、
経
営
管
理
権
集
積
計
画（
案
）

の
説
明
会
・
同
意
取
得
に
対
し
て
継
続
的

に
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

上
原
財
産
区
に
よ
る
植
林
体
験
活
動
の

支
援

　

上
原
財
産
区
に
よ
る
上
原
小
学
校
の
生

徒
を
対
象
と
し
た
森
林
整
備
の
体
験
活
動

へ
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
従
来
は
、「
間

伐
」や「
枝
打
ち
」を
体
験
活
動
の
内
容
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
度
は
初
め

て「
植
林
」を
内
容
と
し
た
体
験
活
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
当
日
の
天
気
は
雲
一
つ
な
い
快
晴

で
あ
り
、
絶
好
の
天
気
の
も
と
、
上
原
小

学
校
の
３
年
生
～
６
年
生
の
生
徒
24
人
が

植
林
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
に
講

師
か
ら
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
え
方
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
合
計
３
０
０
本

の
コ
ン
テ
ナ
苗
が
生
徒
に
配
布
さ
れ
ま
し

た
。

　

植
林
地
は
、
緩
や
か
な
斜
面
地
で
は
あ

る
も
の
の
、
子
供
達
は
元
気
な
足
取
り
で

ど
ん
ど
ん
植
え
て
い
き
、
３
０
０
本
の
植

林
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
植
林
後
に
は
、
講
師
に
よ
る
大
木

伐
倒
の
実
演
が
行
わ
れ
、
伐
倒
時
に
は
、

生
徒
た
ち
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

講師による植え方の説明植林体験の様子
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103
「
金
華
山
を
火
災
か
ら
守
れ
！
」

　
　消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た

国有林の現場から

に
取
り
組
ん
だ
成
果
。
有
事
に
は
訓
練
を

活
か
し
消
火
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、

引
き
続
き
防
火
啓
蒙
活
動
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い
」と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
、
山
林
で
ひ
と
た
び
火

災
が
発
生
す
る
と
急
峻
な
地
形
と
水
利
が

な
い
こ
と
か
ら
、
消
火
に
は
大
変
苦
労
す

る
こ
と
が
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
を
背
負

い
訓
練
し
た
こ
と
で
身
に
し
み
て
感
じ
ま

し
た
。

　

金
華
山
登
山
道
は
、
岐
阜
市
の
条
例

で
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
と
タ

バ
コ
の
吸
い
殻
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
二
年
四
月
五
日
に
は
、
岐
阜
市
東

部
に
あ
る
権
現
山
一
帯
で
大
規
模
な
林
野

火
災
が
発
生
し
被
害
面
積
は
約
四
一
〇
ha

と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
こ
と
を
記
憶
さ

れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
金
華
山
に
限
ら
ず
山
火
事
予

防
に
心
が
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
署
で
は
、
林
野
巡
視
等
を
通
じ
て
関

係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
山

火
事
防
止
活
動
に
努
め
ま
す
。

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

阜
市
内
各
消
防
署
、
岐
阜
県
防
災
航
空
隊
、

岐
阜
森
林
管
理
署
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
事
業

者
な
ど
か
ら
、
約
一
七
〇
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

訓
練
で
は
、
金
華
山
中
腹
か
ら
出
火
し

た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
県
防
災
航
空
隊

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
長
良
川
の
水
を
汲
ん

で
ま
く
空
中
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
放
水
は
じ
め
！
」の
号
令
の
下
三
〇
〇

ｍ
の
標
高
差
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
水

が
勢
い
よ
く
金
華
山
の
空
に
向
け
放
水
さ

れ
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
八
日
、
岐
阜
市
に
あ
る
金
華

山
国
有
林
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
林
野
火

災
防
御
訓
練
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

こ
の
取
組
は
、「
春
の
火
災
予
防
運
動
」

を
前
に
岐
阜
市
消
防
本
部
が
主
体
と
な
っ

て
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
、
岐

　

ま
た
、
地
上
で
は
、
各
消
防
署
が
、
山

麓
の
岐
阜
公
園
及
び
岐
阜
森
林
事
務
所
か

ら
の
二
つ
の
登
山
道
を
利
用
し
、
山
頂

ま
で
の
標
高
差
約
三
〇
〇
ｍ
、
延
長
約

一
〇
〇
〇
ｍ
の
間
に
消
火
ホ
ー
ス
を
引
き

延
ば
し
て
放
水
し
た
ほ
か
、
当
署
で
は
、

ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
残
火
処
理

放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
役
所
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

事
業
者
が
、
観
光
客
や
登
山
者
の
避
難
誘

導
を
行
う
な
ど
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て

訓
練
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

訓
練
後
、
岐
阜
市
副
市
長
か
ら
、「
金
華

山
で
は
、
平
成
十
六
年
か
ら
火
災
が
起
き

て
い
な
い
の
は
、
関
係
機
関
が
防
火
対
策

6月号
予定

6月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（238）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（146）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（149）

地域の人

5月11日（日）より岐阜の鵜飼シーズンが幕を開けます。
昨年、お盆前に涼を求めてWebサイトから申し込みをして関市の
小瀬鵜飼を訪れました。乗船すると、船上で食事を楽しみながら
上流に向います。しばらくすると、宮内庁式部職の鵜匠による解

説が始まります。小瀬鵜飼の歴史、鵜の世話、そして鵜に装着する「首結い」と呼
ばれる装具について貴重な話を聞くことができました。

いよいよ漁の時間となると、鵜船と観覧船が並んで川を下る「狩り下り」が始ま
ります。篝火が水面に映り揺れる中、鵜匠の見事な手縄さばきに目を奪われま
す。鵜が魚を捕える瞬間は圧巻で、水しぶきと鵜の息遣いが間近に感じられ、迫力
と優雅さに心を奪われました。

この素晴らしい伝統漁法と、長良川の美しさを、より多くの方に知っていただき
たいと思います。

「森林のたより」編集委員　岐阜県森林組合連合会　山下 篤志
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国有林の現場から

6月号
予定

6月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（238）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（146）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（149）

地域の人

5月11日（日）より岐阜の鵜飼シーズンが幕を開けます。
昨年、お盆前に涼を求めてWebサイトから申し込みをして関市の
小瀬鵜飼を訪れました。乗船すると、船上で食事を楽しみながら
上流に向います。しばらくすると、宮内庁式部職の鵜匠による解

説が始まります。小瀬鵜飼の歴史、鵜の世話、そして鵜に装着する「首結い」と呼
ばれる装具について貴重な話を聞くことができました。

いよいよ漁の時間となると、鵜船と観覧船が並んで川を下る「狩り下り」が始ま
ります。篝火が水面に映り揺れる中、鵜匠の見事な手縄さばきに目を奪われま
す。鵜が魚を捕える瞬間は圧巻で、水しぶきと鵜の息遣いが間近に感じられ、迫力
と優雅さに心を奪われました。

この素晴らしい伝統漁法と、長良川の美しさを、より多くの方に知っていただき
たいと思います。

「森林のたより」編集委員　岐阜県森林組合連合会　山下 篤志

森林・林業関係イベントカレンダー（5～6月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所
申込（問合せ）先／ TEL 

5月20日㈫～
5月23日㈮

フォークリフト運転技能講習

 受講資格
 自動車普通運転免許所持者

●講習時間
　　１日目： 学科  8:45~17:05
　　　　　　学科試験 17:10~18:10
　2~4日目：実技・試験  8:00~17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：32,450円（本代含む）（振込み）
●定　員：20名（定員になり次第締め切ります。）

（学科）
伊自良中央公民館（山県市大門850-67）
（実技）
ぎふ農協 旧伊自良共選場（山県市洞田127-5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

6月3日㈫ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間： 学科　  8:55~15:20
　　　　　　実技　15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,770円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

郡上森林組合（郡上市八幡町稲成525-7）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

6月11日㈬～
6月13日㈮

伐木等の業務（チェーンソー）
に係る特別教育

●講習時間　11日 学科   8:50~17:10
　　　　　　12日 学･実 8:50~12:30
　　　　　　13日 実技   8:30~17:10
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：24,200円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

11日（学科）12日（学･実）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
13日（実技）
㈱木の国　土場（山県市椎倉203-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195
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TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター

市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（3月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（3月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

68,000

70,000

80,000

75,000

155,000

85,000

88,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギ4ｍの元木、尺上良材は、入札多数で活気あり、価格は保合。スギ
ラミナ向け３ｍ・4ｍ材は保合。ヒノキ元木良材４ｍは入札旺盛で活気あ
り、価格は強含みで引き合いは強い。ヒノキ3ｍ・4ｍ構造材の価格は強含
みで推移。合板向けの価格は強含みで納材は順調。製紙向けパルプ材、
発電向け未利用材ともに原木不足感が強く需要高。（岐阜）

　スギ、ヒノキ並材は横ばいで推移。ヒメコ４ｍ（40cm以上）良材は引き合
いが強いが並材は弱含み。アカマツ、ヒメコは伐採シーズンが終わり弱含
み。広葉樹の良材は応札旺盛で30cm以上良材に人気が集まった。高値は
ヒノキ４ｍ×40cm＠70,000円、ヒノキ２ｍ×40cm＠70,000円、ヒメコ
４ｍ×44cm＠42,800円、イチイ３．８ｍ×22㎝＠51,000円、トチ４．６ｍ×
74cm＠559,000円、トチ１．６ｍ×72cm＠219,000円/本、クリ２．１ｍ×
50cm＠55,000円、クリ３ｍ×46cm＠81,000円、クリ４ｍ×48cm
＠82,220円、ナラ４．６ｍ×36cm＠61,500円、ホウ２．１ｍ×36cm
＠40,200円。（飛騨）

　ヒノキは、役物良材が応札多数で活気。３ｍ・４ｍ尺上材は引き合いは強
い。中目材も地元工務店を中心に強気は継続。３m柱向け、４ｍ土台向
け、中目構造材も引き合いは強く手堅い売れ行きで価格は強含みで継
続。スギは、中目、尺上、元木良材が底堅く価格保合で推移。目荒等並材
は価格も伸び悩み売りづらさは継続。４ｍ（24cm以上）構造材は保合、
同３ｍも保合で推移。６ｍ長柱向け（18cm～22cm）は引き続き好調を維
持。合板向けは、価格保合ながらも納材は順調。ラミナ向けはスギ、ヒノキ
ともに活発な動きあり。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

木材の表面を仕上げる加工の一種。木材表面を手鉋や専用の鉋盤を使って薄
く削り、極めて平滑で光沢のある状態にすること。超仕上げをした表面は撥水
性が高まるため、無塗装で化粧材として使用されることが多い。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1882回

4月8日

4月9日

4月3日

岐
阜
共
販
所

第1477回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～22㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～30㎝

30㎝以上

40㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

30㎝以上元

－

－

－

－

23,100

－

－

－

－

－

30,200

－

－

－

18,000

－

－

－

70,000

－

－

42,800

43,900

82,220

－

16,000

－

33,000

30,000

33,000

－

－

－

63,000

－

－

14,600

14,000

14,500

14,400

13,000

17,200

21,100

18,900

20,700

19,000

18,700

－

14,500

14,600

14,000

21,000

20,500

19,500

－

－

14,000

14,000

－

15,000

14,700

14,400

15,000

21,300

20,000

28,000

12,000

21,300

19,800

29,000

29,500

－

第1811回

東
濃
共
販
所

木材市場

396
425
468
－

→
↑
→
－

2,249

662

3,528

3,240

13,392

2,800

3,800

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。

m3当り
価　格

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→
→

→

→

→

→

超仕上げ
ちょう し  あ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4m

5m

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍまつ
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